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業 績 目 録
学長　太田周
著書：	
たじろがず　沖縄に殉じた　荒井退造
編集：NPO法人　荒井退造顕彰事業実行委員会編
発行：下野新聞社　2015年９月22日
―退造氏の偉業を「とちぎ学」に―　（pp122－125）
論文：共著
Search for Gamma Rays above 100 TeV from the Crab Nebula with the Tibet Air 
Shower Array and the 100 m2 Muon Detector
M. Amenomori ,R. Yuda,I.Ohta, Ding.L.K.et al.,
The Astrophysics Journal, 813, 98（5 pp.）（2015）
社会的活動
⑴内閣府認定NPO法人 学生文化創造 理事・認定試験委員会委員長（2006～現在に至る）
⑵公益財団法人 文教教会評議員（2007～現在に至る）
⑶㈱栃木サッカークラブ　経営諮問委員会委員長（2014～現在に至る）
副学長　矢作恒雄
主要図書・論文
分野：競争戦略論、応用統計学
「すべての人が仕合せになる経営：公益資本主義の実現に向けて」　『Voice』１月号、 
2013
「アベノミクスで日本再生はなるか：失われた２０年—成功体験の罠」、『同友』、2013年
８月
Entrepreneurship: From National to Global, a Paper presented at the APO 
Research on  Entrepreneurship Initiatives in APO Economies, Asian Productivity 
Organization, Aug. 21, 2013, Phnom Penh, Cambodia.
Entrepreneurship: Key to National Economy, a paper presented at the APO Research 
on Entrepreneurship Initiatives in APO Economies, Asian Productivity Organization, 
Aug. 22, 2013, Phnom Penh, Cambodia
Japanese Management Today and Tomorrow: Part I Abenomics, a paper presented at 
Executive Program on Corporate Management, organized by the Overseas Human 
Resources and industry Development Association (HIDA), Oct. 30, 2013, New Delhi, 
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India
Japanese Management Today and Tomorrow: Part II Lost 20 years—What to do 
tomorrow,  ditto above, Oct. 30, 2013, New Delhi, India.
Japanese Management Today and Tomorrow: Part III Entrepreneurship in Japan and 
India,  ditto above, Oct. 30, 2013, New Delhi, India
「アベノミクス：成否の鍵握る経営者」下野新聞，2014年 4月 9日
What do we mean by “Japanese Management”?, a paper presented at Executive 
Program on Corporate Management (EPCM) 2014, Overseas Human Resourced and 
Industry Development Association (HIDA), July 7, 2014
Abenomics 2014 : Perspectives, a paper presented at Executive Program on Corporate 
Management (EPCM) 2014, Overseas Human Resourced and Industry Development 
Association (HIDA), July 8, 2014
「日本企業の経営戦略の特徴とその未来」、HIDA JOURNAL, No.4, Spring,2014
『日本の再設計を先導するリーダーの育成』，日本経済調査協議会、2014 
「哲学のすすめ：価値自由の呪縛を超えた提言を」, 『ヘルスリサーチ２０年』，ファイザー
ヘルスリサーチ振興財団、2014年
「黒ラベル決定は正義か」，『第２０回日本臨床生死学会抄録集』、2014年11月，４４頁
災害医療と正義：トリアージュ廃止のすすめ，第２０回日本臨床生死学会発表論文、 
2014年11月30日
Leadership and a good leader, a paper presented at Executive Program on 
Corporate Management (EPCM) 2015, Overseas Human Resourced and Industry 
Development Association (HIDA), Aug., 2015
Japanese Management: Concept and Practice, a paper presented at Executive 
Program on  Corporate Management (EPCM) 2015, Overseas Human Resourced and 
Industry  Development Association (HIDA), Aug., 2015
「災害医療システムと正義」、『災害時および被災後の医療システムの再構築：その復興
プロセスとトリアージ概念』、日本臨床生死学会、2015
「トリアージュは正義か？」、『臨床死生学』Vol. 20 : 37-40,日本臨床死生学会，2015
“Entrepreneurship, start-up activities, and economic development”, Entrepreneurship: 
Key to a nation’s social and economical development, APO, 201６ （近刊）
Business Diversification Strategy: Measurement and Effects on Corporate 
Performance, Stanford University （AACSB [全米ビジネススクール協会] 81’ 経営学
 Ph.D.論文最優秀賞受賞論文）：Lambert Academic Publishing, Saarbrucken, Germany, 
2016（近刊）
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『イエスと言える日本』　（近刊、柏艪舎）
２.ケース及び解説書	
「戦略的マネジメント II」、201４年度用　ケース及解説書　７編
「戦略的マネジメント II」、2015年度用 ケース及解説書 ７編　
「戦略的マネジメント I」、2014年度用　ケース及解説書　７編
「戦略的マネジメント I」、2015年度用　ケース及解説書　７編
２.社会的活動
1984年４月　 （財）海外技術者研修協会（通産省）海外経営者研修EPCM主幹　（至現在）
1998年９月　　Global Entrepreneurship Monitor (GEM) 英米日創設パートナー　（至現
在）
2002年４月　 （財）公共政策調査会理事（至現在）
2003年４月　 （財）ファイザーヘルスリサーチ振興財団評議員 兼 論文審査委員（至現在）
2005年４月　 （財）医療科学研究所評議員（至現在）
2006年４月　　静岡県先端健康産業集積構想第二次戦略構想委員（至2010年９月）
2006年４月　　静岡県先端健康産業集積構想戦略評価委員（至現在）
2010年２月　　静岡県ファルマバレーセンター運営委員会委員（至現在）
2010年10月　　静岡県先端健康産業集積構想第三次戦略構想委員（至現在）
2011年４月　 （公社）日本経済調査協議会「日本の再設計・リーダー育成研究会」主査
　（至2013年３月）
2012年10月　日米経営科学研究所(JAIMS) Internship Program 主査（至現在）
2012年６月　京都経済同友会青年政策研究部会研修主幹（至2013年10月）
2013年８月　　国連Asian Productivity Organization (APO) 主宰　APO Research on 
  Entrepreneurship Initiatives in APO Economies 参加国専門家代表（至現在）
2013年10月　（公財）海外産業人材育成協会HIDA主宰 EPCM３０周年記念式典
　Keynote Speaker（於：インド・ニューデリー）
2014年１月　（公財）海外産業人材育成協会HIDA　EPCM Club Chairman（至現在）
2014年６月　(NGO) YBCT (Young Builder of Cambodia Tomorrow) 奨学会代表（至現
在）
2014年７月　（公財）AFS日本協会　理事（至現在）
2014年12月　Boao がんセンター　プロジェクト座長（至現在）
2015年６月　（公財）スルガ奨学財団理事（至現在）
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経営学部　教授　天尾久夫
業績
・ 「平成24年の栃木県経済を振り返る　―輝ける25年を迎えるにあたり―」　2013年１月
（財）栃木県産業振興センター「産業情報とちぎ」平成19年１・２月合併号
・ 「震災後の地域経済の消費動向と金融機関の貸出行動に関する一考察」　2013年３月15
日　作新学院大学『作大論集』第３号　189～203ページ
・ 「宇都宮市の市民所得データーからの所得推計に関する一考察―課税所得額データー
からの所得推計―」作新学院大学『作大論集』第４号　231～254ページ　2014年３月
15日
・ 「日本農業の抱える諸問題の一考察　－減反政策と米の生産性－」作新学院大学　『作
大論集』第５号　311～334ページ
社会的活動
⑴『地方財政研究会』栃木県地方議会議員との研究会（研究委員（事務局長兼任））　（2013
年４月～現在に至る）
⑵『地方財政研究会』北関東の少子高齢化社会の姿と地方行政のあり方　主宰（研究員）
（2015年４月～2016年３月）
経営学部　教授　荒木宏
著書
「第８章　公共経営論」『経営学総論―経営学の新たな展開』、作新学院大学「新経営学
研究会」（編）、共著、2013年９月（第８章、第２節～第６節担当）
「公共経営論」（第９章）、新経営学研究会編『新経営学総論』、共著、学文社、2015年３月、
pp.193-217
「政策変容とアカウンタビリティ」『作大論集、第４号』2015年３月、pp.163－178
社会的活動
宇都宮市個人情報保護運営審議会　委員（2006年～2013年）
下野市地域福祉計画策定委員会　委員長（2011年４月～2012年３月）
宇都宮市行政改革大綱懇談会　委員　（2014年４月～2015年３月）
厚生労働省栃木労働局　栃木地方労働審議会　委員（2015年10月～現在に至る）
経営学部　特任教授　今井秀之
著書
〔分担執筆〕
○第３章７節　新製品販売予測モデルの構築：月刊㈱技術情報「市場開拓、開発テーマ
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発掘のためのマーケティングの具体的手法と経験事例集」　㈱技術情報協会　2013年
７月　pp.211-219
○第２節　ビックデータによる商品コンセプトの作り方：ビックデータの収集、調査、
分析と活用事例　㈱技術情報協会　2014年１月　pp.153-161
○第３章２節　精度の高い新製品販売予測モデルの開発：月刊㈱技術情報「新規事業テー
マの探し方、選び方、そして決定の条件」　㈱技術情報協会　2015年７月　pp.209-220
○第２章８節　ライオン生活者行動研究所における生活者インサイト研究活用による商
品コンセプト開発：月刊㈱技術情報「顧客も気付いていない将来ニーズの発掘と新製
品開発への活用」　㈱技術情報協会　2013年８月　pp.318-322
○ライオンのマーケティング戦略　白鷗ビジネスレビュー　白鷗大学ビジネス開発研究
所　2015年10月　第25巻１号pp.1-9
学会での口頭発表等
『今どき女性のライフコース研究』、デザイン人間工学会、第11回関東報告会2015（9.4）、
社会的活動
⑴日本マーケティング協会認定マーケティングマイスター（2013年５月～現在に至る）
⑵日本マーケティング・リサーチ協会ISO評価委員（2013年６月～現在に至る）
⑶日本マーケティング・リサーチ協会理事（2015年５月～現在に至る）
⑷日本マーケティング学会会員（2013年４月～現在に至る）
⑸日本消費者行動研究学会学術会員（2015年５月～現在に至る）
⑹日本感性工学学会会員（2015年４月～現在に至る）
⑺データサイエンティスト協会会員（2015年３月～現在に至る）
経営学部　特任教授　春日正男
学術論文：学協会誌論文（査読付き）
2013年度
⑴技術力に関わる経営資源の保有状況を考慮した中小製造業の財務特徴、安西克巳，井
ノ上寛人，春日正男、査読有，日本感性工学会論文誌第12巻３号、（2013）.
2014年度
⑴中小企業の経営状況を可視化する財務評価手法の提案　－中小企業と金融機関の円滑
なコミュニケーションの実現に向けて－、安西克巳、井ノ上寛人、春日正男，査読有，
感性工学研究論文集、13、3、pp.441-448　（2014）
2015年度
⑴Comparison of immersive feeling effects between three wide angle image projection 
techniques：Mie SATO, Satoru SUGAWARA, Masao KASUGA, Kenji HONDA and 
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Naoki HASHIMOTO, International Journal of Affective Engineering 14 ,1（2015）
⑵高品位大画面映像コンテンツの感性評価手法の提案、 - 4K / 2K 映像で視聴者が受け
る印象の比較-：田中誠一，森博志, 春日正男, 東海林健二：感性工学研究論文集、14、2、
（2015.5）
学術論文：国際会議論文（査読つき）
2013年度
⑴Adaptive Kronecker Sampled-Function Weighted Order Filters Based on Switching 
Method, 　Suchada Sitjongsataporn and Masao Kasuga, Proceedings of International 
Workshop on Advanced Image Technology 2013, USB Memory, Nagoya,  査読有，
Japan（2013）
⑵Research on a Visualization Technique of Financial Conditions for Small and 
Medium Sized Enterprises,Ktsumi Anzai,  HIroto Inoue, Masao Kasuga, International 
Workshop on Advanced Image Technology, 査読有，Bangkok, Tyland（2014.01）.
2014年度
⑴Natural Stereoscopic Effect Achieved by High-resolution OLED Display, Yuichi 
Yanagisawa, Hisao Ikeda, Mika Jikumaru, Daisuke Kubota, Yoshiharu Hirakata, 
Shunpei Yamazaki, Michitaka Hirose and Masao Kasuga, Proceedings of 
International Display Workshop 2014, Niigata, 査読有，Japan（2014.12）.　
2015年度
⑴Research on the Support of Early Childhood Education using High-Presence Video： 
Hideyuki Takahashi , Masao Kasuga, Chiho Kashimada, Tomoya Shimura, Seiichi 
Tanaka  and Sakae Saito,  International Workshop on Advanced Image Technology 
2015, USB Memory, Tainan, Taiwan（2015.01）.
⑵Curved OLED Display to Effectively Enhance Natural3D: Yuichi Yanagisawa*, 
Hisao Ikeda*, Yoshiharu Hirakata*, Shunpei Yamazaki,*Michitaka Hirose,and Masao 
Kasuga, Proceedings of International conferende  SID,（ June, 2015）
学会での口頭発表
2012年度～2013年度（代表的なもの）
⑴業界別の経営特徴と　その分析に関する検討，山田直紀,井ノ上寛人,茂木正人,安西克
巳,佐藤美恵,春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.8 pp73-76（2012）
⑵優良企業の分析方法に関する基礎的検討，映情学技報、長谷阪悟，新舘佑理,安西克巳,
佐藤美恵,春日正男、VOL.36,NO.8 pp77-80（2012）
⑶中小企業の経営状態分析のための基礎的検討，新舘佑理,長谷阪悟,安西克巳,佐藤美恵,
春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.8 pp81-84（2012）
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⑷中小製造業の定性的分析に利用する評価指標に関する検討，安西克巳,長谷阪悟,新舘
佑理,井ノ上寛人,佐藤美恵,春日正男、映情学技報VOL.36,NO.18、pp13-18（2012.3）
⑸企業業績と雇用形態の関連性からみる経営特徴に関する検討，安西克巳,山田直紀,井
ノ上寛人,茂木正人,佐藤美恵,春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.18、 pp19-24（2012.3）
⑹中小企業の経営状態把握のための分析指標に関する検討，安西克巳,新舘佑理,長谷阪
悟,佐藤美恵,春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.18、 pp25-30（2012.3）
⑺財務諸表と雇用形態の関連性分析による業種別経営特徴に関する検討，安西克巳,山
田直紀,井ノ上寛人,茂木正人,佐藤美恵,春日正男、日本感性工学会感性フォーラム,札幌
（2012）
⑻中小企業の経営状態把握に利用する財務指標に関する一考察，安西克巳,新舘佑理,長
谷阪悟,佐藤美恵,春日正男、日本感性工学会 感性フォーラム 札幌（2012）
⑼中小製造業の定性的評価指標を利用した経営状況分析の基礎的検討，安西克巳,長谷
阪悟,新舘佑理,佐藤美恵,春日正男、日本感性工学会 感性フォーラム札幌（2012）
⑽［基調講演］　春日正男：生活に密着する技術に関連するメディア工学と感性工学
への期待、映像情報メディア学会メディア工学研究会2012年度シンポジウムpp.1-8
（2012.2）
⑾感性的視点からの中小企業の特徴分析に関する一検討、湯澤操、羽石 和樹、春日正男、
映学技報 アントレプレナー研究会、VOL.36,NO.18、pp25-30（2012.3）
⑿中小製造業の定性的評価手法に関する検討、安西克巳,井ノ上寛人,春日正男、映情学
技報, vol. 37, no. 20, ME2013-63, pp. 9-12（ 2013.5）
⒀新たな視点からの評価指標を用いた中小製造業の基礎的特徴分析、荻原昭信、福富隆
史、今崎泰浩、菊地克典、櫻井仙長、春日正男、映情学技報, vol. 37, no. 20, ME2013-
63, pp. 12-16（2013.5）
⒁［特別講演］ITが拓く企業経営　～ ビッグデータを活用した新たなビジネス領域へ
のチャレンジ ～、春日正男、vol. 37, no. 20, ME2013-63, pp. 9-12（2013.5）
⒂中小製造業が保有する技術力を分析する手法に関する検討、安西克巳,井ノ上寛人,春
日正男、工業経営研究学会東日本部会（2013.6）
社会活動
⑴栃木県経済同友会　産業政策委員会　パネルディスカッション　コーディネータ
　「地域企業の持続的成長を求めて」（2012年２月16日）
⑵栃木県経済同友会　産業政策委員会講演会　講師
　　「栃木から発信する持続的成長企業に向けて」～利益を生むイノベーションの重要性
～（2012年５月15日）
⑶宇都宮産学官連携ネットワーク運営委員会、宇都宮市商工会議所　講演会　講師
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　　「ITが拓く企業経営」～ビッグデータが拓く新たなビジネス領域へのチャレンジ～
（2013年３月８日）
⑷宇都宮市個人情報保護運営審議会　副会長　（2012年10月１日～2016年９月30日）
⑸うつのみや次世代産業イノベーション推進会議　副会長（2013年８月28日～現在に至
る）
⑹栃木県経済同友会　フェロー（社会貢献活動推進委員会）
経営学部　講師　関根正敏
学術論文（査読付き）
⑴「地域に刻印されるスポーツ実践のインスティテューショナル・メモリー」：『体育研
究』第47号　2013年３月　pp.47-61　小林勉・関根正敏
⑵「スポーツ政策の実施主体となるNPOの戦略 ：『地域スポーツとトップスポーツの好
循環推進プロジェクト』受託クラブの事例研究」：『中央大学保健体育研究所紀要』第
32号　2014年３月　pp.57-78　関根正敏・小林勉ほか
⑶「国際貢献に傾くスポーツの世界的潮流 ：国連による『スポーツ・体育の国際年』の
展開とその成果」　『中央大学保健体育研究所紀要』第32号　2014年３月　pp.137-160
　小林勉・関根正敏ほか
著書
⑴「地域スポーツとスポーツ政策」：『新経営学総論：経営学の新たな展開』　「新経営学」
研究会編　学文社　2015年４月６日　pp. 267-281
社会的活動
⑴リサーチカンファレンス2014（笹川スポーツ財団・日本スポーツ産業学会共催　学生
論文発表会）　論文要旨審査委員
⑵プロスポーツ振興「栃木モデル」構築に関する研究会　副代表　（2014～2015年度
⑶日本体育・スポーツ経営学会　エクセレントクラブ研究プロジェクト　サブリーダー
（2014年８月～現在に至る）
⑷第77回国民体育大会栃木県準備委員会専門委員（2014年11月～現在に至る）
⑸日本体育学会体育経営管理専門領域　運営委員（平成27年～現在に至る）
外部獲得資金
⑴科学研究費助成金（若手研究（B））　課題番号：60638956　研究課題：市民参加型スポー
ツのエスノグラフィー：社会的承認を獲得するスポーツ組織の諸要素　2014-2017年
度　研究代表者
⑵科学研究費助成金（基盤研究（C））　課題番号：15K01565　研究課題　プロスポーツ
を核とした地域活性化～産官学による価値の共創プロセス～　2015-2018年度　研究
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業績目録
分担者
経営学部　教授　高橋秀行
著書（分担執筆）
⑴「第８章　経営情報　第１節　経営と情報システム」：『新経営学総論 ‐ 経営学の新
たな展開 ‐ 』「新経営学」研究会編、学文社、2015年３月30日、pp.161-167
国際会議論文
⑴Research on the Support of Early Childhood Education using High-Presence Video： 
International Workshop on Advanced Image Technology（IWAIT） 2015, January 
11–13, 2015, Tainan, Taiwan, IWAIT & IFMIA 2015 Proceedings（CD-ROM）, 
Paper No.289, Hideyuki Takahashi, Masao Kasuga, Akihiko Aoki, Chiho Kashimada, 
Tomoya Shimura, Seiichi Tanaka and Sakae Saito
学会での口頭発表等
⑴「高臨場感映像を利用した絵本の読み聞かせと教育効果の計測方法の検討」，情報処
理学会コンピュータと教育研究会、2015年２月15日、研究報告コンピュータと教育
（CE）2015-CE-128⒅、高橋秀行、青木章彦、春日正男、鹿島田千帆、紫村智哉、田
中誠一、齋藤栄
社会的活動
⑴宇都宮市情報公開審査会委員（2013年10月～現在に至る）
⑵宇都宮市個人情報保護審査会委員（2013年10月～現在に至る）
⑶栃木県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会委員（2014年11月～現
在に至る）
経営学部　准教授　武井孝介
学術論文
・ 「北米の郵便サービスの現状」：『JP 総研Reserch』, 日本郵政グループ労働組合　　
JP総合研究所, 2014年６月, 第26巻、pp.33-39, 栗原啓
・ 「郵政グループの株式上場と残された課題―『地域性・公益性』の確保に向けて―」： 
『JP総研Reserch』,日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所, 2015年９月, 第31巻, 
pp.4-11
社会的活動
・ ＪＰ総合研究所「新たな日本郵便の持続可能なビジネス展開を創造する研究会」
 座長（2013年５月～2014年７月）
・ ＪＰ総合研究所「日本郵政の新たな飛躍研究会」座長（2014年10月～現在に至る）
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経営学部　教授　中島洋行
著書
⑴『入門ライフサイクルコスティング―新たな管理指標 ライフサイクルコストの導入
と活用―』日科技連出版　（2013年10月31日）　総ページ数：137　共著者：夏目武、
門奈哲也、古野紀雄
⑵「第６章　企業経営と会計情報」『新経営学総論―経営学の新たな展開―』学文社（2015
年３月30日）　総ページ数：296　共著者：「新経営学」研究会、PP.113-138
論文
⑴「日本におけるライフサイクル・コスティングの生成」『経営論集』明治大学経営学
部　（2014年２月28日）　第61巻第１号、pp.369-385
⑵「日本におけるライフサイクル・コスティング研究の実態―CiNii Articlesを活用し
た分析―」『作大論集』作新学院大学　（2014年３月16日）　第４号、pp.255-264
⑶「工業簿記、原価計算および管理会計の関係に関する一考察 : 平成11年学習指導要領
と平成21年学習指導要領の比較検討を中心として」『作大論集』作新学院大学（2015
年３月15日）　第５号、pp.273-293　共著者：薄井浩信
学会での口頭発表
⑴「日本におけるライフサイクル・コスティング研究の実態」日本原価計算研究学会第
40回大会　2014年９月21日
経営学部　教授　那須野公人
著書
⑴「第２章　製造業の『グローバリゼーション』の進展」：『日本企業のグローバル化と
アジア』大西勝明編著、文理閣、2015年１月、pp.27-45．
⑵「第５章　グローバル化と現代のものづくり」：『新経営学総論－経営学の新たな展開
－』「新経営学」研究会編、学文社、2015年３月、pp.89-111．
学術論文
⑴「ポストBRICsとしてのトルコへの注目－自動車産業を中心として－」：『グローバリ
ゼーション研究』工業経営研究学会ワーキングペーパー、2013年８月30日、Vol.10　
No.1、pp.1-20.
⑵「『中国・タイ＋１（プラスワン）』としてのミャンマーの現状－日系進出企業の事例
を中心として－」：『グローバリゼーション研究』工業経営研究学会ワーキングペー
パー、2014年８月30日、Vol.11　No.1、pp.1-20.
⑶「『タイ＋１（プラスワン）』とラオス」：『グローバリゼーション研究』工業経営研究
学会ワーキングペーパー、2015年９月28日、Vol.12　No.1、pp.1-20.
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業績目録
書評
⑴「京都産業学研究シリーズ第一巻編集委員会編『島津製作所』」：『京都産業學研究』
（京都産業学センター年報）第12号、龍谷大学・京都産業学センター、2014年３月31日、
pp.91-102．
⑵「現代のマネジメントを考える」（「ミネルヴァ書房『現代社会を読む経営学』全15巻
の総括検討」）：『比較経営研究』第38号、比較経営学会、2014年３月31日、pp.61-65．
学会での口頭発表等
⑴「現代のマネジメントを考える」：比較経営学会第38回全国大会（ワークショップ「ミ
ネルヴァ書房『現代社会を読む経営学』全15巻の総括検討」）2013年５月11日、於：
鹿児島国際大学
⑵「『中国・タイ＋１（プラスワン）』としてのミャンマーの現状－日系進出企業の事例
を中心として－」：工業経営研究学会　東日本部会（グローバリゼーション研究分科
会との共催）、2014年５月31日、於：中央大学（後楽園キャンパス）
⑶「『タイ＋１（プラスワン）』としてのラオス－ラオス企業調査報告－」：アジア経営
学会　東部部会、2015年５月23日、於：東洋大学白山キャンパス
⑷「『タイ＋１（プラスワン）』とラオス」：工業経営研究学会　東日本部会（グローバ
リゼーション研究分科会との共催）、2015年７月11日、於：中央大学（後楽園キャンパス）
社会的活動
⑴アジア経営学会理事　　　　　　　　　　　（2012年６月23日～現在に至る）
⑵工業経営研究学会理事・副会長　　　　　　（2014年９月12日～現在に至る）
⑶宇都宮市まちづくり交付金評価委員会委員　（2011年10月１日～現在に至る）
⑷栃木地方最低賃金審議会会長　　　　　　　（2015年７月24日～現在に至る）
経営学部　特任教授　橋立達夫
著書・論文
拠らば大樹の蔭？ TPPの七不思議 … H25/04/08
地域マネジメント型観光まちづくり… H25/08/05
過疎化の進む山村 逆転の発想 ……… H25/12/16
人の心の美しい綾織がみられる里…… H26/04/14
風を引き込む力、風を吹き込む力…… H26/07/21
農村歌舞伎の楽しみ方………………… H26/10/27
活き活きした地域を維持するために… H27/02/16
消えたこいのぼり……………………… H27/05/25
新米防災担当役員になって…………… H27/08/31
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大学・地域連携の離れ業……………… H27/11/16　以上単著　『町村週報』全国町村会
心通わない「選択と集中」 ……… H27/４/12
再びＴＰＰの是非を問う………… H27/５/17
過疎山村　逆転の発想を………… H27/６/21
軍事協力とは別の道こそ………… H27/７/26
世代を超え戦争反対の声………… H27/８/30
一石十鳥の地域複合政策………… H27/10/６　　以上単著　下野新聞日曜論壇
人口減少社会のまちづくり　～文化・やさしさ・感動と共感～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単著　作大論集平成27年３月
実態調査に基づく防災教育の現状と課題
― 栃木県の学校教育現場における防災教育 ―　　　共著　作大論集平成27年３月
社会的活動
とちぎ協働デザインリーグ理事
全国町村会　「道州制と町村に関する研究会」委員
宇都宮市うつのみや市政研究センター運営アドバイザー
「東北電力まちづくり元気塾」ボード会議委員およびチーフパートナー
那須町まちづくり協議会、同評価委員会委員長
市貝町「観光まちづくり推進勉強会」コーディネータ
国土交通省「首都圏広域地方計画」アドバイザー
「とちぎ観光ビジネス研究会」副会長
減災・リスクマネジメント推進センタープランニング支援部会長
その他、市町村関係委員、まちづくり講演、シンポジウムなど多数
経営学部　教授　樋口徹
著書
⑴共著『組織マネジメント入門』中央経済社、2014年12月。
⑵共著『新経営学総論』学文社、2014年３月。
学術論文
⑴「多段階のプレーヤーの意思決定に基づくサプライチェーン全体の在庫量変動に関す
る考察 : 需要が安定している場合の多段階の意思決定とブルウィップ効果」『作大論
集』2014年３月、No.4、109－118。
⑵共著「日本郵便の多様なビジネス戦略の可能性」「日本郵便の今後の課題と展望」『郵
政創造研究会報告書』JP総合研究所、2014年８月。
⑶「新旧製品群間の移行プロセスに関する考察」『作大論集』2015年３月、No.5、167-
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業績目録
180。
学会での口頭発表等
⑴水道事業における サプライチェーン・マネジメントの考え方：2014年度公益事業学
会大会2014年６月14日
⑵Fusion of Short-term and Long-term SCM Strategies：IWSSSCM（International 
Workshop on Successful Supply Chain Management）　2016年１月６日
社会的活動
⑴公益事業学会評議員　（2010年６月～現在に至る）
⑵公益事業学会関東部会幹事　（2010年６月～現在に至る）
⑶今後の日本郵政グループの事業戦略とビジネスモデルのあり方研究プロジェクト研究
委員　（2010年６月～2014年５月）
⑷創業150周年－日本郵政グループの新たな飛躍研究会メンバー（JP総合研究所）（2014
年８月～現在に至る）
⑸戸田市上下水道事業包括委託プロポーザル選定委員（2015年10月２日～11月30日）
⑹（豊島区主催）南池袋二丁目C地区まちづくり協議会幹事（2015年10月27日～現在に
至る）
経営学部　教授　日高定昭
2014年度
共著
『新経営学総論』、（「新経営学」研究会編、学文社発行）、2014年３月30日
　担当箇所、第１章「経営学を学ぶ―その成立と展開―」、
　　　　　　第４章「マネジメントの理論」
2013年度
共著
『経営学総論』（「新経営学」研究会編、作新学院大学経営学部発行）、2013年９月15日
　担当箇所、第１章「経営学を学ぶ―その成立と展開―」、
　　　　　　第３章「マネジメント（経営管理）の理論」
論文
「企業者・企業・企業者職能について―経営学の基本概念―」（『日仏経営学会誌』、第30号、
日仏経営学会発行）、2013年５月11日
学会役員
日仏経営学会理事（元会長）
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2012年度
分担執筆
『経営学史事典―第２版―』、文眞堂、大項目：各国における経営学の史的展開（フランス）
２項目：人名（フランスの経営学者）６名分、2012年６月
学会報告
「entrepreneurの概念について」日仏経営学会第59回全国大会：於：作新学院大学　
2012年５月12日
経営学部　教授　福田将史
学術論文
⑴野球の試合における先手に関する研究　－社会人野球の先取得点と勝敗について－　
作大論集　福田将史　作新学院大学　2014年３月15日　第４号　pp.119-125
社会的活動
⑴関甲新学生野球連盟理事長（2013年１月～現在に至る）
⑵全日本大学野球連盟評議員（2013年３月～現在に至る）
⑶第62回全日本大学野球選手権大会（明治神宮球場、東京ドーム）大会参与（2013年６
月11日～16日）
⑷第39回日米大学野球選手権大会（宇都宮清原球場）大会委員長（2013年７月10日）
⑸第9回関東地区大学野球選手権大会（横浜スタジアム）大会副会長（2013年10月30日
～11月２日）
⑹第63回全日本大学野球選手権大会（明治神宮野球場・東京ドーム）大会参与（2014年
６月10日～15日）
⑺ニュースワイド21（とちぎテレビ制作）出演「高校野球の先制点と勝敗について」（2014
年７月３日21：00~）
⑻2014夏の高校野球栃木大会中継（栃木テレビ）解説者（2014年７月12日～27日）
⑼平成26年度宇都宮市少年スポーツ指導員研修会講師（宇都宮市教育委員会2014年７月
19日）
⑽第10回関東地区大学野球選手権（横浜スタジアム）大会副会長（2014年10月27日~30日）
⑾平成27年度宇都宮市体育協会研修会講師（宇都宮市体育協会2015年５月９日）
⑿第64回全日本大学野球選手権大会（明治神宮野球場・東京ドーム）大会参与（2015年
６月８日~14日）
⒀2015夏の高校野球栃木大会中継（栃木テレビ）解説者（2015年７月12日～26日）
⒁第11回関東地区大学野球選手権（横浜スタジアム）大会副会長（2015年11月２日～５日）
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業績目録
経営学部　講師　細田雅洋
論文
・ 細田雅洋・松岡孝介・鈴木研一「日本企業におけるCSR促進のためのマネジメント・
コントロール・システム－12社とのインタビュー調査にもとづく実態分析－」『原価
計算研究』, 2013年３月, 第37巻第２号, 122-134頁。
・ 細田雅洋「井尻の簿記理論と利速会計の関係－利速会計はいかに生成されたか－」『経
営学研究論集』, 2013年９月, 39号, 111-129頁。
・ 松岡孝介・細田雅洋「Bathtub Modelを用いた差異分析と三式簿記の関係」『戦略経
営ジャーナル』, 2014年４月, Vol.3 No.1, 93-108頁。 
・ Hosoda, M. & Suzuki, K. “The Way to Define Fixed Customers: A Case of Japanese 
Company Introducing Fixed Revenue Accounting”, Proceedings of 3rd International 
Conference on Engineering Business Management, 2014年８月, CD-ROM.
・ Hosoda, M. & Suzuki, K. “An Exploratory Study on Managing Fixed Customers: 
Cases of Australian B to B Business”, Proceedings of 9th International Research 
Conference on Management and Finance, 2014年12月, pp. 2-14.
・ Hosoda, M. “Interactive Control Systems for Implementation of CSR: A Case 
of Japanese Sake Brewery”, Proceedings of 4th International Conference on 
Engineering Business Management, 2015年８月, pp. 187-192.
・ 細田雅洋「CSR促進のためのマネジメント・コントロール・システムのフレームワー
ク」『経理知識』, 2015年９月, 94号, 91-108頁。
・ Hosoda, M. & Suzuki, K. “Using Management Control Systems to Implement CSR 
Activities: An Empirical Analysis of 12 Japanese Companies”, Business Strategy and 
the Environment, 2015年11月, Vol. 24, Issue 7, pp. 628-642.
学会発表
・ Hosoda, M. & Suzuki, K. “The Way to Define Fixed Customers: A Case of Japanese 
Company Introducing Fixed Revenue Accounting”, 3rd International Conference on 
Engineering Business Management, 2014年８月26日.
・ Hosoda, M. & Suzuki, K. “An exploratory study on Managing Fixed Customers: 
Cases of Australian B to B Business”, The 9th International Research Conference on 
Management and Finance, 2014年12月19日.
・ 細田雅洋,「固定収益会計における固定客の定義方法」, IASM戦略財務会計研究，
2015年３月27日。
・ Hosod, M. “Interactive Control Systems for Implementation of CSR: A Case of 
Japanese Sake Brewery”, 4th International Conference on Engineering Business 
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Management, 2015年８月23日.
 ・ 細田雅洋・豊崎仁美, 「CSR促進のためのマネジメント・コントロール・システム―日
本企業における活用事例―」, IASM戦略財務会計研究会, 2015年９月24日。
経営学部　特任准教授　山下裕介
著書
⑴「企業と社会―CSRから企業倫理へ」（第16章）：『経営学を学ぼう』　百田義治編著　
中央経済社　2013年４月５日 pp.250-266 
⑵「CSR論の系譜と課題」（第２章）『商品の安全性と社会的責任』　日本流通学会監修、
小野雅之・佐久間英俊編著（日本流通学会設立25周年記念出版プロジェクト第３巻）
　白桃書房　2013年11月22日　pp.49－68
学術論文
⑴「企業倫理研究の方法論争―制度化と『企業倫理学』―」：『[電子版]経営学論集「新
しい資本主義と企業経営」』　日本経営学会編　千倉書房　2013年９月　第83集　
pp.⑸-1－⑸-12（http://www.jaba.jp/category/select/cid/757/pid/10354）
⑵"A View of 'Corporethics' as the Practice for Corporate Ethics: Insights and 
Implementation Process"：『経済学論集』　駒澤大学経済学会　2014年９月　第46巻
第１号　pp.47－55　（Pablo Fernandez S.と共同執筆）
社会的活動
⑴公益社団法人栃木県経済同友会　社会貢献活動支援助成選考委員会　選考委員（2015
年４月25日～現在に至る）
人間文化学部　教授　小黒浩司
著書
1. 分担執筆　「図書館としての耕雲館」『震災と復興建築：大正時代の駒澤大学』　駒澤
大学禅文化歴史博物館　2013年10月　39p
2. 単著　「栃木県の図書館 その歴史と現状」『みんなの図書館』　no.444　p.6-17　2014
年３月
3. 編・解題『戦前期「外地」図書館資料集．北京編』　金沢文圃閣　2014年８月　２冊
　　戦前期「外地」図書館資料集
学会での口頭発表等
1. 「震災復興図書館・駿河台図書館の特徴」　千代田図書館「一橋・駿河台図書館業務資
料」研究会　2014年９月
2. 「戦時下図書館統制の諸相：駿河台図書館関係資料を中心に」　千代田図書館「一橋・
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駿河台図書館業務研究会」　2015年７月
3. 「歴史的図書館建築保存の意義とその活用」　旧鎌倉図書館の保存と活用を考えるシン
ポジウム　2015年11月
社会的活動
1. 宇都宮市教育委員会「（仮称）第2次宇都宮市図書館機能・サービス向上計画」策定に
係る参考人　（2012年11月～2014年３月）
2. 栃木県教育委員会「確かな学力の育成に係る実践的調査研究（文部科学省委託）」事
業委員会委員　（2013年４月～2014年３月）
3. 那須塩原市学校図書館担当職員研修会講師（2014年６月）
4. 図書館問題研究会第61回全国大会（宇都宮）大会準備委員会委員長（2014年７月）
5. 宇都宮市教育委員会「「宇都宮市読書活動推進計画」等に係る参考人」　（2014年４月
～現在に至る）
人間文化学部　教授　加藤憲明
学術論文
⑴「Globalizationと英語」『作大論集』作新学院大学　2014年３月　第４号　pp.1~13
⑵「チャールズ・ラムの日本人研究者について」『作大論集』2016年３月　第６号
社会的活動
⑴栃木県留学生支援推進委員会　運営委員（2014年～現在）
⑵栃木県グローバル人材育成　地域コーディネイター（2015年～現在）
人間文化学部　教授　木村克彦
単著
「ワイルドとペーター」英光社　（2013年10月１日）238ページ
講演
「オスカー・ワイルドの芸術と人生」阿佐ヶ谷ワークショップ　2014年10月18日
人間文化学部　特任教授　木村直人
著作
⑴特集 わたしの実践― 教育の現場から―「率先躬行」『日本教育』日本教育会 2014年
３月 第432号
⑵「半学半教」『刮目』公益財団法人飯塚毅育英会 2015年２月
⑶「チョーク＆トークから、パワーポイントへ??」『先輩教師からのメッセージ』栃木
県総合教育センター　2015年３月31日　pp.50-51
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⑷「プリントを用いないと授業ができない??」『高校地理歴史・公民科紀要』栃木県高
等学校教育研究会地歴・公民部会　2015年３月31日　第53号 pp.3-5
⑸「教員の矜持」『全高長会誌』全国高等学校長協会 2015年５月20日　第64号 pp.7-9
⑹「これまでの教育に自信を持とう」『日本教育新聞』日本教育新聞社 2015年９月21日
⑺「社会科における主権者教育について」作新学院大学教職実践センター研究紀要第３
号　2016年３月31日
社会的活動
⑴全国高等学校長協会　副会長・常務理事、栃木県高等学校長会会長（2014年４月１日
～2015年３月31日）
⑵栃木県高等学校教育振興協議会　副会長（2014年４月１日～2015年３月31日） 
⑶栃木県高等学校体育連盟副会長、全国高校総体栃木県選手団副団長（2014年４月１日
～2015年３月31日）
⑷第77回国民体育大会栃木県準備委員会 専門委員（2014年４月１日～2015年３月31
日） 
⑸栃木県連合教育会　副会長、「栃木県教育賞」選考委員（2014年４月１日～2015年３
月31日）
⑹栃木県NIE推進協議会　副会長（2014年４月１日～2015年３月31日）
⑺宇都宮大学経営協議会 委員、学長選考委員（2014年４月１日～2015年３月31日）
⑻栃木県租税教育推進協議会 正会員（2014年４月１日～2015年３月31日）
⑼栃木県人権教育・啓発実行委員会 委員（2014年４月１日～2015年３月31日）
⑽栃木県自殺対策連絡協議会 委員（2014年４月１日～2015年３月31日）
⑾栃木県肢体不自由児協会 理事（2014年４月１日～2015年３月31日）
⑿栃木県立高校再編に関する検討会議 委員（2014年４月１日～2015年３月31日）
⒀「とちぎ教育の日」実行委員会幹事（2014年４月１日～2015年３月31日）
⒁社会福祉法人栃木県共同募金会 評議員（2014年４月１日～2015年３月31日）
⒂公益財団法人栃木県育英会 評議員、選考委員会 委員（2014年４月１日～2015年３月
31日）
⒃公益財団法人野澤一郎育英会 評議員（2014年４月１日～2015年３月31日）
⒄公益信託小平グループ交通遺児育英奨学基金 運営委員（2014年４月１日～2015年３
月31日）
⒅公益財団法人飯塚毅育英会評議員選定委員会 委員（2014年４月１日～2015年３月31
日）
⒆独立行政法人日本スポーツ振興センター学校安全業務運営会議 委員（2014年４月１
日～2015年３月31日）
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⒇栃木県教育福祉振興会 評議員（2014年４月１日～2015年３月31日）
公立学校共済組合栃木支部運営審議会 委員（2014年４月１日～2015年３月31日）
宇都宮市立旭中学校地域協議会講演会講師「昔は昔、今は今～子どもたちが強く逞し
く生きていくにはどうしたらよいのか？～」2016年１月23日
人間文化学部　准教授　狐塚貴博
著書
⑴いじめ：長谷川啓三・佐藤宏平・花田里欧子（編）　事例で学ぶ生徒指導・進路指導・
教育相談　中学校・高等学校編　遠見書房　2014年４月15日　pp.59-70.　若島孔文・
兪　幜蘭
⑵行政支援への心理支援の必要性：長谷川啓三・若島孔文（編）　大震災からの心の回
復―リサーチ・シックスとPTG　新曜社　2015年８月８日　pp.20-41. 若島孔文
⑶継続カウンセリングにおける心理支援：長谷川啓三・若島孔文（編）　大震災からの
心の回復　新曜社　2015年８月８日　pp.42-62.　野口修司
学術論文
⑴東北大学臨床心理相談室における家族再統合プロジェクトについて⑶―2012年度の報
告：東北大学大学院教育学研究科臨床心理相談室紀要　11巻　2013年３月　pp.22-24. 
平泉　拓・森川夏乃・兪　幜蘭・栗田裕生・野平靖子・若島孔文・長谷川啓三
⑵認知行動療法では扱えないこと：Interactional Mind Ⅵ（2013）　日本ブリーフセラ
ピー協会編　北樹出版　2013年11月１日 73-79.
⑶自治体職員のメンタルサポート：月刊ガバナンス　第155号　ぎょうせい　2014年３
月１日　pp.28-30. 若島孔文・野口修司
⑷短期療法の基礎研究 葛藤的会話場面における「回避的コミュニケーション」の生起
メカニズムに関する研究－ディスクオリフィケーションが生起する状況の解明に向け
て：Interactional Mind Ⅶ（2014）　日本ブリーフセラピー協会編　北樹出版　2014
年11月１日　pp. 8-13. 堀江　桃
⑸東日本大震災⒂～被災者へのこころのケア～　自治体職員の惨事ストレスに対するメ
ンタルサポート―初期支援、そして中・長期的な取り組みを振り返る―：消防科学
と情報　第119号　消防科学情報センター　2015年２月16日　野口修司・若島孔文　
pp.17-21.
⑹学校トラウマへの支援―SCができること：子どものこころと学校臨床　第13号　遠
見書房　2015年８月20日　pp.26-33.　若島孔文
⑺学校と家庭で態度が違う子：児童心理　第69巻　第17号　2015年12月１日　pp.65-69. 
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学会発表
⑴A Study of Family Structure Relevant to Adolescent’s Stress Process. : The 7th 
Conference of International Academy of Family Psychology. 2013.9.1. The 7th 
Conference of International Academy of Family Psychology Program & Abstract, 
p.214. 
⑵抑うつを主訴とする男性の対処パターンに着目したブリーフセラピー－システミック
セラピーにおける個人療法の視点から：日本ブリーフセラピー協会第６回学術会議　
2014年11月16日　日本ブリーフセラピー協会第６回学術会議プログラム　p.23. 堀江
　桃
⑶子どもの問題行動に対する夫婦間提携の有効性：日本ブリーフセラピー協会第７回
学術会議　2015年９月６日　日本ブリーフセラピー協会第7回学術会議　p.17.　堀江 
桃・山田佑美・和氣絵美
⑷ 学習支援を求める母親に対する解決構築の有効性：日本ブリーフセラピー協会第
７回学術会議　2015年９月６日　日本ブリーフセラピー協会第7回学術会議　p.16.　
山田佑美・和氣絵美・堀江 桃
社会的活動
⑴日本学術会議学術研究協力団体指定日本ブリーフセラピー協会（National Foundation 
of Brief Therapy: NFBT）　Interactional Mind編集委員　（2013年４月１日～現在に
至る）
⑵日本学術会議学術研究協力団体指定日本ブリーフセラピー協会（National Foundation 
of Brief Therapy: NFBT）　理事　（2014年４月１日～現在に至る）
⑶宇都宮市廃棄物減量等推進審議会　委員　（2014年７月～2016年６月まで）
⑷第二管区海上保安本部 心の健康対策アドバイザー　（2014年11月１日～現在に至る）
人間文化学部　教授　小林千枝子
著書
『生井地区　地域教材　旧生井村にみる戦後日本のはじまり―栃木県下都賀郡生井村立
生井中学校の成立と展開―』単著　全16頁　2014年２月　私家版
『戦後日本の地域と教育―京都府奥丹後における教育実践の社会史―』単著　全432頁
　2014年９月　学術出版会
『教育評価再考―豊かな子ども、教師、学校へ―』共著（共著者：平岡さつき）　全172
頁　2014年11月、私家版
『到達度評価入門―子どもの思考を深める教育方法の開拓へ―』共著（共著者：平岡さ
つき、中内敏夫）全244頁　2016年３月、昭和堂
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学術論文等
「到達度評価の実践的可能性を探る―原点としての生活綴方が意味するもの―」
　単著　2013年６月　『教科外活動と到達度評価』第14号
　全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「奥丹後における地域教育運動をめぐる人物群像⑸―文化活動を陰で支えた下戸松子の
苦悩と文化づくり―」
　単著　2013年６月　『教科外活動と到達度評価』第14号
　全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「地域教材作成の試み―栃木県下都賀郡生井村立生井中学校をテーマにして―」
　単著　2014年３月　『教職実践センター紀要』第1号
　作新学院大学教職実践センター
「習熟論再考」
　単著　2014年10月　『教科外活動と到達度評価』第15号
　全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「日本における教育社会史研究ことはじめ―中内敏夫著『心性史家アリエスとの出会い』
に寄せて―」
　単著　2014年10月　『教科外活動と到達度評価』第15号
　全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「書評／田中耕治著『教育評価と教育実践の課題―「評価の時代」を拓く』」
　単著　2014年11月　『教育目標・評価学会紀要』第24号
　教育目標・評価学会
「新制中学校における共同体的慣行と近代的価値―栃木県下都賀郡生井村立生井中学校
の成立と展開―」
　単著　2015年３月　『作大論集』第５号　作新学院大学
「到達度評価と生活綴方―内言指導を促す教育方法の開拓へ―」
　単著　2015年３月　『教職実践センター紀要』第２号　2015年３月
「地域に根ざす教育」と到達度評価―京都府奥丹後の教育実践を手がかりに―」　単著
　2015年11月　『教育目標・評価学会紀要』第25号
「〈研究ノート〉戦後日本を小学校教師として生きた瀬下吉雄―栃木県における口述の
戦後教育史　その１―」単著　2015年11月　『教科外活動と到達度評価』第16号
「研究ノート　今はなき中学校の成立と展開が物語る世界―栃木県下都賀郡寒川村立寒
川中学校―」
　単著　2016年３月　『作大論集』第６号　作新学院大学
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学会発表・講演等
「戦後初期の中学校をめぐる青少年の動向―栃木県下都賀郡生井村立生井中学校の成立
と展開―」（自由研究）
　単独　2013年11月　教育目標・評価学会第24回大会　滋賀大学教育学部
「教育評価再考―豊かな子供、教師、学校へ―」（課題研究）
　共同　2014年11月　教育目標・評価学会第25回大会　群馬大学教育学部
「戦後日本の地域と教育」（講演）
　単独　2015年８月　第40回地域と教育の会全国大会　
　（講演記録が『地域と教育通信』第324号、2015年10月、1～18頁に掲載された。）
「今はなき中学校の成立と展開が物語る世界―栃木県下都賀郡生井村立生井中学校と寒
川村立寒川中学校―」（自由研究）
　単独　2015年11月　教育目標・評価学会第26回大会　京都教育大学
「転換期としての高度成長期―長期波動の変化をとらえる社会史・心性史の方法による
―」（講演）
　単独　2016年１月　小山歴史研究会総会
社会活動等
教育目標・評価学会理事（1992年～現在に至る）
小山市立網戸小学校わくわく夢教室地域ボランティア講師　2008年４月～2014年３月
小山歴史研究会理事（2016年１月～）
人間文化学部　特任教授　佐久間宏
学術論文
⑴高等特別支援学校に関する研究 ― 教育の在り方を中心として ― ：作大論集 作新学
院大学・作新学院大学女子短期大学部　2015年３月　第５号　pp.65-84
⑵こころみ学園に関する研究 ― 人間教育を中心として ―：作大論集 作新学院大学・
作新学院大学女子短期大学部　2016年３月　第６号
社会的活動
⑴公益財団法人飯塚毅育英会奨学生選考委員（2013年４月～現在に至る）
⑵栃木県教育支援委員会委員長（2014年７月～現在に至る）
人間文化学部　教授　髙畑哲男
学術論文
化粧品英文広告の形容詞（単著）　『作新論集』５号　2015年３月15日　pp. 43-53
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学会での口頭発表など
「日米韓メディア報道に見るセウォル号転覆事故」　2015年６月　「つゆの会」例会
「スピーチから見たリー・クアン・ユーのリーダーシップ」　2015年10月　「つゆの会」
例会
人間文化学部　教授　高柳秀史
著書・学術論文等
MR3006702:  Mathematical Reviews,  Amer. Math. Soc., 2014年
MR3019292:  Mathematical Reviews,  Amer. Math. Soc., 2014年
MR3190351:  Mathematical Reviews,  Amer. Math. Soc., 2015年
MR3275715:  Mathematical Reviews,  Amer. Math. Soc., 2015年
MR3283188:  Mathematical Reviews,  Amer. Math. Soc., 2015年
MR3317866:  Mathematical Reviews,  Amer. Math. Soc., 2015年
MR3339072:  Mathematical Reviews,  Amer. Math. Soc., 2015年
人間文化学部　教授　田所摂寿
学術論文
⑴母親の自尊感情からみた親子関係の質に関する研究―愛着の形成に焦点を当てて―　
作大論集　2015年　Vol.5　pp.295-309　共著者：大塚周　
⑵青年期の母子関係再構築への取り組み ―発達凸凹のある青年の母子分離に焦点あて
て―　作新学院大学臨床心理センター研究紀要　2015年　Vol.8　pp.2-9　共著者：坂
本法子・八田洋子
⑶思春期事例におけるASD特性と母子関係の視点 ―摂食障害の症状を呈した不登校の
女子中学生との面接過程を通して―　作新学院大学臨床心理センター研究紀要　2015
年　Vol.8　pp.10-17　共著者：髙木憲子・坂本法子
⑷青年期ASD者の強迫性症状に対する認知行動療法の試み―ASD特性に合わせた支援
の在り方―作新学院大学臨床心理センター研究紀要　2015年　Vol.8　pp.40-46　共著
者：大門美保
⑸高機能広汎性発達障害児の心の健康を支援するグループプログラムの開発　―小学校
下学年グループの試み―　作新学院大学臨床心理センター研究紀要　2015年　Vol.8
　pp.47-52　共著者：野中菜都美・植松志保・塩澤彩佳・大門美保・八田洋子
学会での口頭発表等
⑴社会で機能するカウンセラーの養成－各臨床現場に活かす効果的なトレーニング方法
－　日本カウンセリング学会第46回大会発表論文集　pp.30【埼玉県比企郡・東京電
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機大学　2013年８月31日】共同発表者：北崎豊子・石田美穂子・塚田敏雅・伊原文恵・
松本浩二
⑵広汎性発達障害の子を持つ保護者の自助グループに関する研究　日本カウンセリング
学会第46回大会発表論文集　pp.45　【埼玉県比企郡・東京電機大学　2013年９月１日】
共同発表者：木村祐子
⑶高機能自閉症スペクトラム障害の青年期に対するキャリアプログラムの開発Ⅰ－プロ
グラム参加者のキャリア成熟度および心理特性の検討－　日本LD学会第22回大会発
表論文集　pp.528-529　【神奈川県横浜市・国立特別支援教育総合研究所　2013年10月
13日】共同発表者：伊原文恵・岡本緑
⑷高機能自閉症スペクトラム障害の青年期に対するキャリアプログラムの開発Ⅱ－保護
者支援グループ参加者の「親のストレス」度および心理特性の検討－　日本LD学会
第22回大会発表論文集 pp.530-531　【神奈川県横浜市・国立特別支援教育総合研究所
　2013年10月13日】共同発表者：伊原文恵・岡本緑
⑸広汎性発達障害児のこころの健康を支援するグループ活動に関する研究－CBCL等に
よるグループプログラムの効果測定の結果から－　日本LD学会第22回大会発表論文
集　pp.400-401　【神奈川県横浜市・国立特別支援教育総合研究所　2013年10月13日】
共同発表者：志賀タミイ・松本秀彦
⑹コミュニケーションの不得手な大学生に対する学生生活支援に関する研究－大学院
生によるピアサポート体制構築への取り組み－日本LD学会第22回大会発表論文集　
pp.428-429　【神奈川県横浜市・国立特別支援教育総合研究所　2013年10月13日】共同
発表者：坂本法子
⑺カウンセラー教育におけるMLTの効果　日本カウンセリング学会第47回大会発表論
文集　pp.61【愛知県名古屋市・名古屋大学　2014年８月31日】共同発表者：本城慎二・
神村孝子・中村光貴・福島道子・諸隈日出行・松本浩二
⑻高機能自閉症スペクトラム障害の青年期に対するキャリア教育プログラムの開発Ⅲ－
自己理解と他者理解を中心としたプログラムの取り組みから－日本LD学会第23回大
会発表論文集 pp.521-522 【大阪府大阪市・和歌山大学　2014年11月24日】共同発表者：
伊原文恵
⑼高機能自閉症スペクトラム障害の青年期に対するキャリア教育プログラムの開発Ⅳ－
保護者支援グループの初年度講座と参加による「親のストレス」度及び心理特性の
変容－日本LD学会第23回大会発表論文集 pp.523-524　【大阪府大阪市・和歌山大学　
2014年11月24日】共同発表者：伊原文恵
⑽カウンセラー教育とスーパービジョン―その専門的役割を再確認する―　日本カウン
セリング学会第48回大会発表論文集 pp.56 【岡山県岡山市・兵庫教育大学・環太平洋
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大学　2015年８月30日】共同発表者：神村孝子・福島道子・髙木憲子・松本浩二
⑾カウンセリングスキル評価尺度の開発－初学者と研修2年修了者との比較－日本カウ
ンセリング学会第48回大会発表論文集 pp.97 【岡山県岡山市・兵庫教育大学・環太平
洋大学　2015年８月29日】共同発表者：松本浩二
⑿高機能自閉症スペクトラム障害の青年期に対するキャリア教育プログラムの開発Ⅵ－
プログラム実施と並行して行う個別心理支援の取り組み－日本カウンセリング学会第
48回大会発表論文集 pp.114 【岡山県岡山市・兵庫教育大学・環太平洋大学　2015年８
月30日】共同発表者：松本浩二
⒀自閉症スペクトラム者は友人に何を求め、どのような日常活動が充実していると感じ
るのか？：KH Coder を用いた計量テキスト分析による質的検討　第56回日本児童青
年精神医学会抄録　P02-1【神奈川県横浜市・東海大学　2015年９月30日】共同発表者：
大門美保
⒁小学校高学年の ASD 児に対する二次障害予防の取り組み：本人･保護者･SC へのイ
ンタビュー調査による検討　第56回日本児童青年精神医学会抄録　P02-5　【神奈川県
横浜市・東海大学　2015年９月30日】共同発表者：坂本法子
⒂自閉症スペクトラム指数と主観的 QOL の関連性：青年期自閉症スペクトラム者への
支援に関する基礎的研究　第56回日本児童青年精神医学会抄録　P09-4　【神奈川県横
浜市・東海大学　2015年９月30日】共同発表者：大門美保
⒃高機能自閉症スペクトラム障害の青年期に対するキャリア教育プログラムの開発Ⅴ－
教材ビデオ及びロールプレイを用いたソフトスキル獲得の試み－　日ＬＤ学会第24回
大会発表論文集 pp.319-320 【福岡県福岡市・佐賀大学　2015年10月11日】共同発表者：
松本浩二
社会的活動
⑴栃木県教育委員会　特別支援教育スーパーバイザー（2011年４月～現在に至る）
⑵栃木いのちの電話　相談員継続研修会スーパーバイザー（2011年４月～現在に至る）
⑶栃木県カウンセリング協会　カウンセリング研修講座　講師（2011年４月～現在に至
る）
⑷日本カウンセリング学会　栃木県支部会スーパーバイザ （ー2012年４月～現在に至る）
⑸Human Science and Development 研究会　事務局長（2015年１月～現在に至る）
⑹日本カウンセリング学会栃木県支部会　運営委員（2015年５月～現在に至る）
⑺関東学院大学公開講座　カウンセリングアドバンストコース　講師（2015年５月～現
在に至る）
講演・講話等
⑴関東学院地域連携講座「子どもたちの未来へつなげるキャリア教育」シンポジウム「そ
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れぞれの教育現場でできるキャリア教育をめざして」指定討論者　（2013年７月30日）
⑵小山市家庭教育オピニオンリーダー連絡会（ポケットの会）「お母さんの心と子ども
の成長」講師　（2013年11月13日）　
⑶臨床発達心理士栃木県支部　研修会「発達障害児への支援―特に学齢期以降の支援の
あり方について―」講師（2014年１月25日）
⑷栃木県精神看護学領域別研修特別講義「発達障害の学生の理解とその支援」講師（2014
年年11月26日）
⑸栃木県立小山北桜高等学校　校内研修会「自閉症スペクトラム者へのキャリア教育」
講師（2015年３月19日）
⑹栃木県立岡本特別支援学校　校内研修会「知的障害のない発達障害の青年およびその
保護者への支援について」講師（2015年７月２日）
⑺栃木県看護系協議会講演会「発達障害等と見受けられる学生への関わり方」講師（2015
年８月21日）
⑻ASDの進路進学を考える会勉強会「自閉症スペクトラムの青年期の心理発達とキャ
リア教育―青年の自立と親の子離れを考える―」講師（2015年８月23日）
⑼栃木県立岡本特別支援学校　事例検討会　講師（2015年８月26日）
⑽Human Science and Development 研究会主催「ロールプレイで行うカウンセリング
演習」講師（2015年９月19日~22日）
人間文化学部　教授　玉城要
学術論文
⑴〔単著〕
題目：「日本における『三字経』の変容……三字句が生み出した世界」
掲載誌名：「アジア遊学」152（東アジアの短詩形文学　俳句・時調・漢詩）
編者：静永健・川平敏文
発行社：勉誠出版
掲載年月日：2012年５月29日　（152号）　pp.200-211
学会での口頭発表等
⑴日本中国学会第２回次世代シンポジウム（於秋田大学）　開催実行委員
　（2013年10月14日）
人間文化学部　特任教授　中山緑朗
著書
中山緑朗編著『日本語史の研究と資料』：明治書院　2015年３月
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中山緑朗編著『日本語史の探訪―記録語・古辞書・文法・文体―』：おうふう　2016年
２月
学術論文等
「書評　岡田薫著「室町時代末期の音韻と表記」：『立教大学日本文学』　立教大学日本
文学会　2013年７月　PP.213-218
「中世の辞書―下学集・和玉篇・聚分韻略・塵袋・塵添壒嚢抄―」：『悠久』第139号　
鶴岡八幡宮　2014年10月 PP.79-89
「学校文法の意義と目的」：中山緑朗・飯田晴巳監修『品詞別　学校文法講座　第一巻（品
詞総論）』　明治書院　2014年11月 PP.1-27
「[翻刻]田中義廉著『小学日本文典』」：中山緑朗編『日本語史の研究と資料』　明治書院
　2015年３月　PP.246-262
「外国人による日本語文法研究」：『悠久』第143号　鶴岡八幡宮　2015年10月　PP.120-
124
「「副詞」―品詞分類上の課題―」：中山緑朗・飯田晴巳監修『品詞別　学校文法講座　
第４巻（副詞・連体詞・接続詞・感動詞）』　明治書院　2015年12月
社会的活動
⑴栃木県立図書館評議委員（2011年４月１日～現在に至る）
⑵栃木県立宇都宮南高等学校評議委員（2014年４月１日～現在に至る）
人間文化学部　教授　西村正身
著訳書
＊呉天竺三蔵康僧会・旧雑譬喩経全訳『壺の中の女』、溪水社、2013年５月１日、230ペー
ジ（羅黨興元作新学院大学教授と共訳。訳、用語・人名・国名等、既訳・類話・文献、
書誌、解説）
＊シュカサプタティ（鸚鵡七十話。小本）、リヒャルト・シュミットのドイツ語訳からの訳、
2015年、私家版
＊タントラ・アーキヤーイカ（パンチャタントラの最古の版、ヨハネス・ヘルテルのド
イツ語訳からの訳、2015年、私家版
学術論文
＊『シンドバード物語』所収話の泉源：作大論集　2013年３月　第３号　pp.1-24
＊『シンドバード物語』所収話の泉源⑵：作大論集　2014年３月　第４号　pp. 15-38
＊王冠を戴く王と王妃と賢人シンドバードと七人の大臣の物語およびそれぞれの語る物
語⑴（アラビア語版Atの訳）：作大論集　2015年３月　第５号　pp. 15-41
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学会での口頭発表等
＊『シンドバード物語』について：日本口承文芸学会　平成25年度第65回秋季例会　白
百合女子大学にて　平成25年10月19日
＊「古屋の漏り」の起源を考える：アジア民間説話学会　平成27年度日本支部総会　立
命館大学にて　平成28年３月５日
社会的活動
＊アジア民間説話学会日本支部理事（2009年３月14日～現在に至る）
人間文化学部　特任教授　野村勝彦
学術論文
単著
⑴南米パラグアイ共和国の特別支援教育の現状と課題－2013年法律第5136号「インク
ルーシブ教育」法成立以前について－，教育学論集，2015年，野村勝彦．
⑵南米パラグアイ共和国の特別支援教育の現状と課題（その２）－2013年法律第5136号
「インクルーシブ教育」法成立以前について－，教育学論集，2016年（印刷中），野村勝彦．
共著
⑴「国際協力事業における教育実践を基盤とした研修プログラムの構築－ボリビア多民
族国研修生を対象とした事例を通して－」，障害科学研究，2013年，37，65-76，左藤敦子・
池田綾乃・安藤隆男・四日市章・藤原義博・長﨑勤・間々田和彦・日髙雄之・吉沢祥
子・佐藤孝二・野村勝彦・沼澤聡子．
⑵「ボリビア国研修生に対する実践型研修の試み－筑波大学附属大塚特別支援学校に
おける模擬授業を事例として－」，筑波大学特別支援教育研究，第7巻，2013年３月，
19-33，野村勝彦・安藤隆男・四日市章・藤原義博・長﨑勤・左藤敦子・間々田和彦・
日髙雄之・吉沢祥子・沼澤聡子．
⑶特別支援学校幼稚部における就学支援の取り組み－障害を併せ有する幼児への連携し
た取り組みを通して－，筑波大学特別支援教育研究，2014年，8，23-29，高橋幸子・
大蔵みどり・上田みどり・福谷憲司・仲野みこ・吉井勘人・上仮屋祐介・野村勝彦・
田丸秋穂
⑷国際教育協力事業における教育実践型研修の試み－筑波大学附属桐が丘特別支援学
校におけるボリビア多民族国研修生の事例を通して－，筑波大学特別支援教育研究，
2014年，8，72-77，左藤敦子・花岡勇太・吉沢祥子・間々田和彦・日髙雄之・野村勝彦・
沼澤聡子・安藤隆男・四日市章．
学界での口頭発表等
⑴超早期段階における知的・重複・発達障害児に対する教育研究⑸－地域の子育てにお
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ける教育的支援の在り方の検討－，日本特殊教育学会第50回大会　発表論文集，2013
年９月30日，P-4-E8，長峰美紀・久津京子・髙橋幸子・野澤純子・吉井勘人・安部博
志・野村勝彦・藤原義博．
⑵南米における特別支援教育に関する研究－その２：南米ボリビア国の知的障害児へ
の教育について－，日本特殊教育学会第50回大会　発表論文集，2013年９月30日，
P-4-E9，野村勝彦・間々田和彦・左藤敦子・四日市章・安藤隆男．
⑶南米における特別支援教育に関する研究－その３：南米ボリビア国の視覚障害児へ
の教育について－　日本特殊教育学会第50回大会　発表論文集　2013年９月28日，
P-1-A7，間々田和彦・野村勝彦・左藤敦子・四日市章・安藤隆男．
⑷ワークショップ：各障害が培ってきた専門性に基づく連携協働型実践研究の意義と展
開について：知的障害教育を軸とした連携の観点から－筑波大学特別支援教育研究
センターの事例－　日本特殊教育学会第50回大会発表論文集　2013年９月29日，88p，
野村勝彦．
⑸テーマ：特別支援教育からのアプローチ，平成25年度作新学院大学・作新学院女子短
期大学部教育実践センター主催シンポジウム「これからの子どもたちとの人間関係づ
くり～教育現場で体罰などのワナに陥らないために～」　2013年11月30日，野村勝彦．
⑹南米における特別支援教育に関する研究－その４：南米パラグアイ国について－　日
本特殊教育学会第52回大会　発表論文集　2014年９月22日，P-5-B-5，野村勝彦．
⑺南米における特別支援教育に関する研究－その５：南米パラグアイ国について－　日
本特殊教育学会第52回大会　発表論文集　2014年９月22日，P-5-B-5，野村勝彦．
⑻私立大学におけるインクルーシブ教育を組み込んだ教員養成カリキュラム開発に関す
る研究－アンケート調査１の分析－　日本福祉心理学会第13回大会発表論文集，野村
勝彦．
社会的活動
⑴JICA特別支援教育専門家（2008年～現在に至る）
⑵東京都文京区就学相談委員会　委員（2011年～2013年）
⑶東京都文京区特別支援教育専門家チーム　委員（平成2012年～2013年）
⑷一般社団法人　障害児・者の自立を図る桐親会　相談担当委員（平成2008年～現在に
至る）
人間文化学部　講師　原貴子
学術論文
単著
⑴森鷗外「蛇」と普通選挙運動：上智大学国文学論集　上智大学国文学会　2013年１月
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　第46号　pp.41-61
⑵現場の論理―森鷗外「蛇」論：鷗外　森鷗外記念会　2013年１月　第92号　pp.46-62
⑶寺山修司短歌「そら豆の…」の解釈と指導法：作大論集　2014年３月　第３号　
pp.256-281
⑷「僕」の誤認と見落とし―森鷗外「大発見」論：上智大学国文学論集　上智大学国文
学会　2015年１月　第48号　pp.19-38
⑸近代俳句の解釈とは何か―正岡子規俳句「いくたびも…」の授業実践を通じて：作新
学院大学・作新学院女子短期大学部　教職実践センター研究紀要　2015年３月　第2
号　pp.79-88
⑹夏目漱石『こころ』研究史（二〇一三～二〇一五年）：アジア遊学　世界から読む漱石『こ
ころ』　アンジェラ・ユー 小林幸夫 長尾直茂 上智大学研究機構編  勉誠出版　2016
年２月　194  pp.178-197
⑺山村暮鳥詩「りんご」の教材研究⑴：作大論集　2016年３月刊行予定　第６号
学会での口頭発表等
⑴パネルディスカッション みんなで〈うた〉を考える―解釈と教授法：上智大学国文
学会平成二十四年度冬季大会　2013年１月　（寺山修司短歌「マッチ擦る…」の解釈
と教授法　担当）発表要旨：上智大学国文学論集　上智大学国文学会　2014年１月　
第47号　p.58
⑵昭和文学会　12月研究集会　2013年12月（司会担当）
⑶シンポジウム 詩の解釈と教授法：上智大学国文学会平成二十七年度冬季大会　2016
年１月
社会的活動
⑴昭和文学会　会務委員　2011年６月～2014年６月
⑵河北農業大学日本語学部教員研修「日本文学⑴」「日本文学（2）」担当　作新学院大
学　2014年７月31日
⑶平成26年度教員免許状更新講習「芥川龍之介「羅生門」と語り手の問題」「寺山修司
短歌「そら豆の…」と作者の問題」担当　作新学院大学　2014年８月５日
⑷河北農業大学日本語学部教員研修「日本文学⑴」「日本文学（2）」担当　作新学院大
学　2015年７月29日
人間文化学部　教授　福島明子
学術論文
⑴アロマコラージュ療法で制作したフレグランスによる心理・社会・身体的効果：アロ
マテラピー学雑誌、公益社団法人日本アロマ環境協会　2015年３月　15⑴，39-53（単
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著）（査読付）
⑵片頭痛患者におけるアロマテラピーの効果：アロマテラピー学雑誌、公益社団法人日
本アロマ環境協会　2015年３月　15⑴，63-67（共著）（査読付）
⑶芳香浴環境下、自宅で実施する睡眠の質評価の試み　アロマテラピー学雑誌、公益社
団法人日本アロマ環境協会　2015年３月　15⑴，32-38（共著）（査読付）
学会での口頭発表
⑴アロマコラージュ療法における作品と向き合うワークの効果　日本健康心理学会第26
回大会　2013年９月（個人）
⑵他尊感情と自尊感情が自己表現に及ぼす影響　日本健康心理学会第26回大会　2013年
９月（共同発表者：井上育子）
⑶他尊感情を高めるワークの考案および効果の検討　日本健康心理学会第27回大会　
2014年11月2日　発表論文集，pp.144（共同発表者：井上育子）
⑷適応指導教室におけるアロマセラピーを用いた支援活動　日本健康心理学会第27回大
会　2014年11月2日　発表論文集，pp.145（個人）
⑸アロマコラージュ療法で創作した作品鑑賞によるストレスへの効果　日本健康心理学
会第28回大会　2015年９月5日　発表論文集，pp（個人）
⑹コラージュの見方・解釈に関する基礎的研究　日本健康心理学会第28回大会　2015年
９月5日　発表論文集，pp80（共同発表者：島田幸実）
普及記事
⑴香りを使ったアートセラピー、アロマコラージュ療法PART1：Aromatherapy times
日本語版　国際アロマセラピスト連盟　2013年４月　春号，22-23頁
⑵香りを使ったアートセラピー、アロマコラージュ療法PART2　Aromatherapy times
日本語版　国際アロマセラピスト連盟　2013年７月　夏号，16-17頁
⑶アロマコラージュ療法――香りを使った初めての本格的なアートセラピー　
Aromatopia，129号，53-57頁　2015年３月25日発行　フレグランスジャーナル
外部獲得資金
⑴平成23～25年度科学研究費助成事業萌芽研究
「香りを用いた芸術療法、アロマコラージュ療法の開発および効果の検討」（個人研究）
⑵平成26年度日本健康心理学会研究部会助成
「不登校児童生徒に対する感覚的アプローチを用いた支援」（共同研究・代表）
⑶平成27年度日本健康心理学会研究部会助成
「不登校児童生徒に対する感覚的アプローチを用いた支援」（共同研究・代表）
⑷平成27年度大学コンソーシアムとちぎ　大学を超えた研究支援事業
「栃木産しょうがを用いた精油の製造および心理学的・医学的効果の検討」共同研究・
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代表）
社会的活動
⑴宇都宮自閉症児親の会・いずみの会へのアロマセラピーをとおした支援活動（2009年
～現在に至る）
⑵栃木県塩谷郡高根沢町教育委員会と連携した適応指導教室「ひよこの家」における不
登校児童生徒へのアロマセラピーをとおした支援活動（2010年４月～現在に至る）
⑶日本健康心理学会　不登校児童生徒に対する感覚的アプローチを用いた支援研究部会
代表（2014年９月～現在に至る）
⑷栃木県真岡市教育委員会と連携した適応指導教室「もおかライブリー教室」における
不登校児童生徒へのアロマセラピーをとおした支援活動（2015年４月～現在に至る）
⑸栃木県体験活動推進事業　栃木県立岡本特別支援学校　「アロマセラピーの授業」
（2015年12月8日）
⑹栃木県下野市教育委員会の適応指導教室「スマイル教室」における不登校児童生徒へ
のアロマセラピーをとおした支援活動（2016年２月16日）
受賞
⑴第１回パルファン・グランプリ最優秀賞受賞　アトリエ・アローム＆パルファン・パ
リ主催（2013年12月22日）
メディア掲載記事・報道・出演
⑴ボランティア活動・研究室紹介記事掲載　2014年１月７日付朝日新聞朝刊
⑵Aromatopia，123号，38-39頁　2014年３月25日発行　フレグランスジャーナル　特
集「大学発　アロマテラピーの今」において、アロマテラピー教育、研究、ボランティ
ア活動を紹介する記事を寄稿。
⑶ＮＨＫ総合テレビに出演　2014年６月23日放送「クローズアップ現代」NO.3518「四
国遍路1400キロ　増える若者たち」
⑷ＮＨＫラジオ第1・NHK-FMに出演　2014年11月30日放送「ラジオ深夜便」
⑸ＮＨＫ総合テレビに出演　2014年12月12日放送（2015年１月10日再放送）「遍路ミス
テリー　1200年の謎」（四国管内放送）
⑹Aromatopia，129号，53-57頁　2015年３月25日発行　フレグランスジャーナル　
Free Theme Article　「アロマコラージュ療法――香りを使った初めての本格的な
アートセラピー」の記事を寄稿。
⑺公益社団法人日本アロマ環境協会機関誌ＡＥＡＪ，75，Apring2015，41頁　2015年
３月31日発行　アロマ最新研究⑫「片頭痛の発作回数がアロマテラピーで減少」（獨
協医科大学神経内科の医師との共同研究の成果が紹介された）
⑻公益社団法人日本アロマ環境協会　報道機関向けNews Letter　2016年２月８日発行
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アロマテラピー最新研究vol.7　頭痛に対するアロマテラピーの有用性
主な講座・講演・シンポジウム（公的機関での開催のみ記載）
⑴宇都宮北生涯学習センター「アロマコラージュ療法」　2013年７月６日
⑵宇都宮北生涯学習センター「アロマコラージュ療法」　2014年７月５日
⑶ＮＨＫ「四国遍路フォーラム＆こころの旅路コンサート」にパネリストとして出演　
2014年10月25日　愛媛県松山市ひめぎんホール
⑷新潟県職員向け講演　平成26年度地域マネジメント研修「人生の縮図としての四国遍
路――自分らしく生きるためのヒント」　2014年11月26日　新潟県南魚沼地域振興局
講堂
⑸宇都宮北生涯学習センター「アロマコラージュ療法」　2015年７月４日
⑹アロマセラピーを用いた不登校児童生徒向け支援プログラムの開発　シンポジウム健
康心理学の研究成果を活用した実践の展開　日本健康心理学会第28回大会　2015年９
月６日　発表論文集，pp
⑺一般社団法人南埼玉郡市医師会　久喜看護専門学校「癒しの授業」　2015年10月20日・
27日
人間文化学部　教授　藤本一男
著書
⑴『対応分析入門 原理から応用まで 解説◆Rで検算しながら理解する』：オーム社、
2015年11月30日 208ページ、原書：Sten-Erik Clausen, 1998, Applied Correspondence 
Analysis An Introduction, SAGE publishing
学術論文の場合
〔共著〕
「中学生・高校生の携帯電話利用に現れたコミュニケーションルール⑵『社会調査実習
Ⅰ」2013による調査をもとに」『作大論集』作新学院大学 pp.207－230、 2014年３月15日 
山尾貴則
「中学生・高校生の携帯電話利用に現れたコミュニケーションルール⑶『社会調査実習
Ⅰ」2014による調査をもとに」『作大論集』作新学院大学 pp.385－409、 2015年３月15日 
山尾貴則
「中学生・高校生の携帯電話利用に現れたコミュニケーションルール⑷『社会調査実習
Ⅰ」2015による調査をもとに」『作大論集』作新学院大学 2016年３月15日 山尾貴則
国際会議での発表
On publishing the Japanese translation of  “Applied Correspondence Analysis” and 
its comment part,CARME2015（Correspondence Analysis and Related Methods）, 
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Naples, September 20-23, 2015 Abstract page 37
人間文化学部　教授　牧裕夫
学術論文
⑴自閉症児の「こだわり行動」に対するプレイ体験の可能性－空想遊びからの展開と「演
じきること」－、「作大論文集」、2014、pp.195-211
⑵地域ネットワークによる大手小売り事業所での知的障害者雇用への取り組み－課題分
析の活用による波及的な効果－、教育実践センター研究紀要、2015、 pp.13-22
⑶対人関係への違和感を訴える中学校女子の事例：臨床心理センター紀要（第７号、共
著者：塩澤彩佳・櫻庭孝嘉
⑷職リハ過程での「逐次的な相互作用」と計画と実践－発達・成長的視座に向けた考察
－「作大論文集」、2015　（印刷中）
学会発表等
⑴地域ならではの職リハ支援の勘どころ－自身の体験を中心として－：日本職業リハビ
リテーション学会第42回大会、2014年８月、研修基礎講座講師
⑵実践知としてのデザイン～状況に埋め込まれた理論の発見と記述～：日本職業リハビ
リテーション学会第42回大会、2014年８月、自主ワークショップシンポジスト、発表
論文集、pp.29-33　共同発表者：野崎智仁・前原和明・佐藤貴洋・海老田大五朗
⑶日本職業リハビリテーション学会員実態調査2013、日本職業リハビリテーション学会
第42回大会、2014年８月、発表論文集、pp.58-59、共同発表者：八重田淳・小澤昭彦・
砂見緩子・藤川真由
⑷「逐次的な相互作用」という視座から考察した職リハ過程：日本職業リハビリテーショ
ン学会第43回大会、2015年８月
社会的活動等
⑴社会福祉法人カリヨン障害者支援事業所れもん心理アドバイザ （ー2003～現在に至る）
⑵とちぎテレビ「T.S.☆LAB」に出演、テーマ「スタジアムの集客を心理学的に考える」
（2014年５月５日）
⑶教員免許更新講習　講師、テーマ『乳幼児と児童の発達と相談支援』（2014年８月６日、
2015年８月５日、作新学院大学）
⑷栃木県児童養護施設等連絡協議会研修会　講師、テーマ『不登校の対応（サイコドラ
マ）』（2014年９月2日、2015年９月17日、会場：とちぎ福祉プラザ）
⑸母子保健に関わる担当者研修会　講師　テーマ『こころのパワーを引き出す支援を目
指して－ロールプレイで体験する現場従事者の支援方法－』（2014年10月28日、会場：
足利市福祉センター）
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⑹放送大学面接授業　講師、テーマ『体験で学ぶ集団心理療法』（2015年10月24・25日、
放送大学栃木学習センター会議室）
⑺徳島県阿南公共職業安定所人権研修　講師、テーマ『今日のノーマライゼーションの
展開と障害者雇用の実際』（2015年11月16日　阿南公共職業安定所会議室）
⑻栃木県教育委員会「じぶん未来学」プログラム作成委員会委員　（2015年）
⑼徳島県臨床心理士会理事及び下都賀地区スクールカウンセラースーパーバイザー
（2015年～）
⑽今市特別支援学校いじめ対策委員（2015年～）
⑾ＣＲＴ栃木放送ラジオ出演、テーマ『災害時でのボランティア活動』（2015年11月）
人間文化学部　教授　松田真幸
学術論文
読み困難児への読み指導に関する実践的研究　―マルチメディアDAISYの導入から始
めた実践指導―：作大論集　2014年３月　第４号　pp.141-162　長田美也
詩の黙読が読者の感情に及ぼす影響：作大論集　2015年３月　第５号　pp.181-194　清
和ちなみ
人間文化学部　教授　山尾貴則
学術論文
• 藤本一男・山尾貴則, 2013, 「中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーショ
ン・ルール　―「社会調査及び実習１」2012による調査をもとに―」, 『作大論集』３, 
作新学院大学, 205-220．
• 藤本一男・山尾貴則, 2014, 「中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーショ
ン・ルール（2）　―「社会調査及び実習１」2013による調査をもとに―」, 『作大論集』
４, 作新学院大学, 207-230．
• 山尾貴則，2015，「若者自立支援活動の成果をいかに評価するか―「若者ミーティング」
スタッフへの聞き取りを通して考える―」，『作大論集』５，作新学院大学，345-367.
競争的資金
• 科学研究費（基盤研究（C））　課題番号23531133　研究代表者　山尾貴則　「若者を
排除しない地域社会へ―若者支援とまちづくりの融合へ向けた総合的研究」　平成23
～25年度
• 科学研究費（基盤研究（C））　課題番号26381140　研究代表者　山尾貴則　「若者自
立支援活動の場に滞留する若者が抱える問題の解明とその対応へ向けた総合的研究」
　平成26～30年度
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• とちぎ若者サポートステーションスタッフ（2008年４月～現在）
• 東北社会学会理事　（第8期2011年７月～2013年７月）
• 宇都宮市もったいない運動市民会議普及促進部会委員（2011年４月～現在）
• 宇都宮市社会教育委員（2013年４月～2015年７月）
• とちぎの高校生「じぶん未来学」企画委員　プログラム作成委員（2015年４月～現在）
人間文化学部　教授（学部長）　渡邊弘
著書
⑴『一茶とその人生』NHK出版、2013年12月25日　単著。
⑵『中学道徳　光村の道徳【対談】～教えるのではなく、いっしょに考える～』光村図
書出版株式会社、2014年10月　共著。
⑶『道徳きみが　いちばん　ひかるとき』（平成27年度版中学校用道徳副読本全３冊）
光村図書出版株式会社、2014年11月　共著。
⑷『平成27年聞き書村井実回顧録［正続］』協同出版、2015年３月　共著。
⑸『「ちゅうくらい」という生き方』信濃毎日新聞社出版部、2015年11月　単著。
⑹『人間教育のすすめ』東洋館出版社、2016年３月　単著。
学術論文
【単著】
⑴「俳諧教師小林一茶の生きとし生けるものの世界～〈徳〉の根源を探る～」一茶記念
館一茶生誕250周年記念雑誌、2013年８月　単著。
⑵「道徳授業における発問と道徳的価値の関連性について～基本発問・中心発問と関連
価値・中心価値の関連性を中心に～」宇都宮大学教育学部教育実践センタ－紀要第 
36号、2013年７月　単著
⑶「栃木県の道徳授業=ホ－プ＆エ－スを紹介します！～道徳教育推進教師として子ど
もたちの健やかな道徳性の育成をめざす！！～」（明治図書雑誌『道徳教育』）、2014
年10月、単著。
⑷「一茶晩年の死生観～「自力」と「他力」の中間者としての共生的生き方～」作大論
集第５号、2015年３月　単著。
⑸「道徳の教科化と今後の道徳教育の課題ー「道徳を教える」とはどういうことかとい
う問いからの再吟味ー」作新学院大学教職実践センター紀要第２号、2015年７月　単
著
⑹「道徳教育と人権教育の関係性について～「尊重」と「対話」を通して～」作大論集、
2016年３月　単著
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【共著】
⑺「日中における学校道徳教育の現状に関する一考察」宇都宮大学教育学部教 
育実践センタ－紀要第36号、2013年７月　共著。
⑻「音楽における授業改善～“音楽的感受性”育成の一考察～」作新学院大学教職実践セ
ンター紀要第２号、2015年７月　共著
⑼「中学校理科との系統からみた小学校理科についての課題と改善の一考察」作新学院
大学教職実践センター紀要第２号、2015年７月　共著
⑽「中学校における学校教育相談の在り方と進め方に関する研究～予防的・開発的教育
相談の視点で～」作新学院大学教職実践センター紀要第２号、2015年７月　共著
⑾「自己有用感、共感力を育成するプログラム開発～コミュニケ－ション活動を通して
～」作新学院大学教職実践センター紀要第２号、2015年７月　共著
【その他】
⑴「「道徳」を「教える」ということ」教育新聞、2013年８月　単著
⑵「学校教育活動全体でどう取り組むか」教育新聞、2013年９月　単著
⑶「「要」としての関連づけを意識する」教育新聞、2013年11月　単著
⑷「展開の基本（Ⅰ）導入・展開・終末」教育新聞、2013年12月　単著
⑸「展開の基本（Ⅱ）発問の工夫」」教育新聞、2014年１月　単著
⑹「体験活動と言語活動を生かした道徳授業の工夫」教育新聞、2014年１月　単著
⑺「とちぎ道徳教育実践学会」を創設して」日本教育新聞社、2014年２月　単著
⑻「“国家”のための教育から“人間”のための教育へ 」潮出版社『雑誌潮』、2014年５月） 
単著
⑼「創価教育と人間主義」聖教新聞、2014年６月　単著
⑽「創価教育と人間主義～第１回教育の国家主義と人間主義～」第三文明社『灯台』、 
2014年９月　単著
⑾「創価教育と人間主義～第２回創価教育の精神の継承～」第三文明社『灯台』、2014
年10月　単著
⑿「創価教育と人間主義～第３回地域を足場にした教育実践～」第三文明社『灯台』、
2014年11月　単著
⒀「創価教育と人間主義～第４回教育実践記録の意義と今後への期待～」第三文明社『灯
台』、2014年12月　単著
⒁「とちぎ道徳教育実践学会の開催」日本教育新聞社、2014年11月　単著
⒂「とちぎ道徳教育実践学会を開催して」日本教育新聞社、2015年２月　単著
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社会的活動
【各種委員】
⑴宇都宮市人間力向上フォ－ラム実行委員会顧問（2014年４月～現在）
⑵栃木県連合教育会評議員（2014年４月～現在）
⑶宇都宮市うつのみや文化創造財団評議員（2012年４月～現在）
⑷創価大学外部評価委員会委員（2013年４月～10月）
⑸とちぎ道徳教育実践学会会長（2013年６月～現在）
⑹光村図書出版株式会社道徳中学校副読本【栃木版】編集顧問（2013年４月～2014年12月）
⑺光村図書出版株式会社道徳中学校副読本【全国版】編集員（2013年12月～現在）
⑻宇都宮市教育委員会評価委員会議（委員）、2015年７月14日。
⑼平成27年度大田原市いじめ問題対策推進委員会会議（副委員長）、2015年７月８日～
現在）
【講演・講話】
⑽NHKラジオ第２番組「こころをよむ」講義担当13回（2013年12月～2014年３月）
⑾那須塩原市立西那須野中学校授業研究会講話、2014年７月１日。
⑿那須地区小・中学校教育研究会道徳部会夏季一斉研修会講演、2014年８月４日。
⒀宇都宮市小学校教育研究道徳部会第１回研修会講演、2014年８月７日。
⒁一茶記念館講座講演「一茶晩年の生き方」、2014年９月６日。
⒂下野市立祇園小学校校内研修会講話、2014年９月12日。
⒃光村図書出版株式会社道徳中学校道徳教科書【全国版】編集員（2014年12月～現在）
⒄那須地区中学校教育研究会道徳部会授業研究会講話、2014年12月11日。
⒅那須塩原市立横林小学校現職教育講話、2014年12月15日。
⒆平成27年度栃木県高等学校学校教育研究会人権教育部会講演、2015年７月２日。
⒇下野市立祇園小学校校内研修会講話、2015年８月３日。
NHKラジオ第２「文化講演会」収録特別講演「一茶・生きとし生けるものの世界」、
2015年11月８日。
平成27年度栃木県実習指導者講習会（特定分野）講話Ⅰ、2015年11月９日。
平成27年度栃木県実習指導者講習会（特定分野）講話Ⅱ、2015年11月13日。
塩谷地区小学校教育研究会道徳部会研修会講話、2015年11月16日。
平成27年度大田原市いじめ問題対策推進委員会会議（副委員長）、2015年７月８日。
作新学院小学部校内研修会講話「道徳の教科化について～道徳教育の充実のために
～」、2015年８月25日。
下野市立祇園小学校校内研修会講話、2015年８月３日。
那須地区小・中学校教育研究会道徳部会夏季一斉研修会講演、2015年８月４日。
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日光市東原中学校区小中連携教育研修会講演、2015年７月30日。
宇都宮市一条地域学校園小中合同研修会講演、2015年７月31日。
那須塩原市立関谷小学校道徳研究会講話、2015年11月30日。
短期大学部　教授（幼児教育科長）　青木章彦
著書
⑴『明日をつくる子どもたちの環境学習　-環境学習プログラム中学生・高校生編-』　栃
木県・栃木県教育委員会　平成26年３月　291ページ（共著、委員長）
DVD
⑴栃木県が作成した『奥日光ラムサール条約湿地保全DVD「「みんなで守っていこう! 
たくさんの生き物を育む渡良瀬遊水地」の製作に協力した。また、その中で、渡良瀬
遊水地の生物多様性について解説した。　平成26年３月　栃木県
学術論文
⑴Research on the Support of Early Childhood Education using High-Presence 
Video,Hideyuki Takahashi, Masao Kasuga, Akihiko Aoki, Chiho Kashimada, Tomoya 
Shimura, Seiichi Tanaka and Sakae Saito,International Workshop on Advanced 
Image Technology（IWAIT） 2015, Tainan, Taiwan, IWAIT & IFMIA 2015 
Proceedings（CD-ROM）, 査読有, Paper No.289,（2015.1）
⑵本学保育者養成課程におけるピアノ教育のニーズアセスメント　小栗貴弘・岸本智典・
青木章彦　作大論集, ６（印刷中）
教育的な業績
⑴水環境条例制定ネットワーク主催の「渡良瀬遊水地植物観察会」において講師を務め
た。（平成25年４月21日）
⑵宇都宮市立清原中学校の創立記念日の記念講演として「環境問題と私たちのくらし　
身近なところから見直そう」と題して、全校生徒に講演した。（平成25年４月26日）
⑶とちぎ学生未来創造会主催の「ミライ・カタル・キャンプ」で、主任講師を務めた。（平
成25年６月29日～30日）
⑷栃木県教育委員会主催の「防災に関する体験活動指導者養成研修」において、「防災
教育の意義と今後の方向性」と題して、講演を行った。
⑸「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、90名を、作新短大生５名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成25年８月３日～７日）
⑹アジア環境創造型稲作技術会議2013において、第３分科会を担当した。また、分会科
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の成果を全体会で発表した。（平成25年８月９日～11日）
⑺栃木県主催の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生物多様性や
奥日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、奥日光での
フィールドワークも実施した。（平成25年８月19日・20日・23日）
⑻栃木県芳賀青年の家主催の「防災キャンプ」【成人対象】で、主任講師を務めた。（平
成25年９月26日～27日）
⑼栃木県教育委員会・とちぎ海浜自然の家主催の、「海浜防災キャンプ」で、主任講師
を務めた。（平成25年10月12日～14日）
⑽宇都宮市立簗瀬小学校で、田川の水生生物調査の授業を行った。（平成25年10月22日・
12月３日）
⑾栃木県主催の「生物多様性普及啓発講座」で、「「みんなで守ろう!!　とちぎの生物多
様性」- “人と自然が共生するとちぎ”のための基礎講座 -」と題して、講義とワーク
ショップを行った。（平成25年11月２日）
⑿栃木県主催の「奥日光ラムサール条約登録湿地保全シンポジウム」でパネルディスカッ
ションのコーディネーターを努めた。（平成25年11月16日）
⒀栃木県立栃木翔南高校の創立記念日に、「渡良瀬遊水地から考える地球環境　- Think 
globally, act locally -」と題して、全校生徒に講演した。
⒁栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「先生とボランティアのため
の「身近な自然の指導法」を学ぼう」と題して、体験学習の重要性や学校など身近な
自然の中での森林学習の実践方法についての講義及び実習を行った。
⒂環境教育関東ミーティング2013実行委員会主催の「環境教育関東ミーティング2013」
で、実行委員長を務め、全体のコーディネートを行った。また、全体会を取り仕切る
とともに、分科会を担当した。さらに、２つのエクスカーションを担当した。なお、
参加者は100名を超え、中国と韓国の研究者も参加した。（平成25年12月７日～９日）
⒃市貝町主催の「「市貝町サシバの里づくり基本構想」シンポジウム＆説明会」において、
「生物多様性を生かした地域づくり」と題して基調講演をするとともに、パネルディ
スカッションのパネラーを務めた。（平成25年12月15日）
⒄栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」で、「「自然体験」を「学習」へ発展させ
る方法を学ぼう！」と題して、体験学習の重要'性や学校など身近な自然の中での森
林学習の実践方法についての講義及び実習を行った。（平成26年２月13日）
⒅（財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団主催の「平成25年度 渡良瀬遊水地環
境学習講座」で、「環境学習フィールドの生物相の変化について　-フィールドノート
より-」と題して、試験掘削地の現状について解説した。（平成26年５月10日）
⒆壬生町教育委員会主催の「親子でふれ合う自然感察会in城趾公園」で、中学生ボラン
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ティアを指導しながら、幼児から小学生の親子対象の五感を使った自然観察会を行っ
た（平成26年５月25日）。
⒇ラムサール湿地ネットわたらせ主催のシンポジウム「渡良瀬遊水地エコミュージアム・
プランの展望と課題」のパネルディスカッションでパネラーを務めた（平成26年５月
31日）。
小山市主催の「ラムサール条約湿地登録２周年記念シンポジウム 「柳生博さんと考え
る　渡良瀬遊水地の賢明な活用2014inおやま」」のパネルディスカッションでパネラー
を務めた（平成26年７月５日）。
渡良瀬遊水地において実施されている「セイタカアワダチソウ・ヤナギ除去作戦」を
企画立案し、市民団体・国土交通省・県・市町が協働して、湿地の保全活動を指導した。
参加者は、６月28日が300名、８月24日が500名、10月19日が1,000名、12月21日が500
名であった。
国土交通大学校「平成26年度専門課程河道計画・環境研修」で講師を務め、渡良瀬遊
水地での現地研修（平成26年７月11日）と講義（平成26年７月14日）を担当した。
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、80名を、作新短大生５名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成26年８月２日～６日）
栃木県主催の１泊２日の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生
物多様性や奥日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、
奥日光でのフィールドワークも実施した。（平成26年８月11日～12日）
小山市教育委員会主催の「おやま市民大学『渡良瀬遊水地学コース』」で講師を務め、「渡
良瀬遊水地の生物多様性」を講義した（平成26年８月23日）。
国が進める「地域ぐるみで体験の風をおこそう運動推進事業」の一環として、益子町
で「だいすき！ましこ実行委員会」主催の「だいすきましこ！　したい　行きたい　
くらし隊」のオープニングセレモニーで、「子どもと地域を元気にする体験活動」と
題して基調講演を行った（平成26年９月６日）。
宇都宮市環境学習センター主催の学習会で、講義を行うとともに、フィールドワーク
を行い、渡良瀬遊水地を案内し、セイタカアワダチソウの除去も行った（平成26年９
月17日）。
野木町主催の渡良瀬遊水地講座において、「渡良瀬遊水地の自然環境」と題して講義
を行った（平成26年10月11日）。また、渡良瀬遊水地でフィールドワークを行った（平
成26年10月18日）。
栃木県主催の「奥日光ラムサール条約登録湿地保全シンポジウム」でパネルディスカッ
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ションのコーディネーターを努めた。（平成26年11月９日）
栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「先生とボランティアのため
の森林環境学習　「身近な自然観察」の方法を学ぼう」と題して、体験学習の重要性
や学校など身近な自然の中での森林学習の実践方法についての講義及び実習を行った
（平成26年11月17日）。
宇都宮市立簗瀬小学校で、田川の水生生物調査の授業を行った。（平成26年10月21日・
11月25日）
栃木県主催の「生物多様性普及啓発講座」で、「生物多様性を守る実践講座　「生物多
様性」保全活動への第一歩！」と題して、講義とワークショップを行った。この講座
は、今年度から栃木県生物多様性アドバイザーの養成講座を兼ねている（平成26年11
月29日）。
市貝町主催の「里山を生かした環境教育と人づくり、地域づくり」と題したシンポジ
ウムにおいて、パネルディスカッションのパネラーコーディネーターを務めた。（平
成27年１月18日）
宇都宮市環境学習センター主催の環境大学において、「地球温暖化と生物多様性　～
県内の動植物への影響～」と題して講演を行った。（平成27年２月７日）
（財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団主催の「平成26年度 渡良瀬遊水地環
境学習講座」で、「環境学習フィールドの生物相の変化について　-フィールドノート
より-」と題して、試験掘削地の現状について解説した。（平成27年２月11日）
渡良瀬遊水地において実施されている「セイタカアワダチソウ・ヤナギ除去作戦」を
企画立案し、市民団体・国土交通省・県・市町が協働して、湿地の保全活動を指導し
た。参加者は、５月17日が500名、７月12日が500名、12月20日が500名であった。
栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「先生とボランティアのため
の森林環境学習　「「自然観察」から「環境学習」へ発展させる方法を学ぼう」と題して、
体験学習の重要性や学校など身近な自然の中での森林学習の実践方法について、自然
観察を環境学習に発展させる方法の講義及び実習を行った（平成27年２月19日）。
環境教育関東ミーティング2014実行委員会主催の「環境教育関東ミーティング2014」
で、実行委員長を務め、全体のコーディネートを行った。また、全体会を取り仕切っ
た。なお、参加者は100名を超え、韓国の研究者も参加した。（平成27年２月28日～３
月１日）
宇都宮市環境学習センター主催の学習会で、講義を行うとともに、フィールドワーク
を行い、渡良瀬遊水地を案内し、セイタカアワダチソウの除去も行った。（平成27年
４月11日）
小山市主催の渡良瀬遊水地観察会において、講師を務めた。（平成27年７月７日）
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宇都宮市立美術館主催の自然観察会において、講師を務めた。（平成27年６月13日、
11月28日）
宇都宮市環境学習センター主催の学習会で、講義を行うとともに、フィールドワーク
を行い、渡良瀬遊水地を案内し、オオブタクサの除去も行った。（平成27年６月20日）
下都賀地区中教研主催の理科教諭研修会において、自然観察に関する講義と実地研修
を行った。（平成27年６月25日）
小山市主催のラムサールシンポジウムにおいて、「治水機能を最優先としたエコミュー
ジアム化」と題した講演を行うとともに、パネルディスカッションのパネラーを務め
た。（平成27年７月４日）
栃木県総合教育センター主催の「環境学習プログラム研修」において、基調講演を行っ
た。（平成27年７月７日）
国土交通大学校「平成27年度専門課程河道計画・環境研修」で講師を務め、渡良瀬遊
水地での現地研修（平成27年７月10日）と講義（平成27年７月８日）を担当した。
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、80名を、作新短大生５名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成27年８月３日～７日）
栃木県主催の１泊２日の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生
物多様性や奥日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、
奥日光でのフィールドワークも実施した。（平成27年８月10日～11日）
野木町主催の渡良瀬遊水地自然観察会で講師を務めた。（平成27年10月10日）
宇都宮市環境学習センター主催の親子自然観察会において、本学学生ボランティア5
名を指導しながら講師を務めた。（平成27年10月18日）
栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「先生とボランティアのため
の森林環境学習　「「自然体験」を「自然観察」につなげる方法を学ぼう」と題して、
体験学習の重要性や学校など身近な自然の中での森林学習の実践方法についての講義
及び実習を行った（平成27年10月19日）。
栃木県主催の「生物多様性普及啓発講座」で、「生物多様性を守る実践講座　「「みん
なで守ろう！！とちぎの生物多様性」―“人と自然が共生するとちぎ”のための基礎講
座―」と題して、講義とワークショップを行った。この講座は、今年度から栃木県生
物多様性アドバイザーの養成講座を兼ねている（平成27年11月３日）。
栃木県主催の「奥日光ラムサール条約登録湿地保全シンポジウム」でパネルディスカッ
ションのコーディネーターを努めた。（平成27年11月８日）
宇都宮市立簗瀬小学校において、特別授業として、田川において水生生物の観察を行っ
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た。（平成27年９月29日、11月24日）
市貝町主催の「農村起業で，人も自然も元気に！」と題したシンポジウムにおいて、
パネルディスカッションのパネラーコーディネーターを務めた。（平成27年12月13日）
社会的活動（主に現在務めているもの）
⑴栃木県文化財保護審議会委員（現在）
⑵栃木県地球温暖化防止活動推進センター運営委員会委員長（現在）
⑶栃木市環境審議会会長（現在）
⑷那須町環境審議会会長（現在）
⑸市貝町サシバの里づくり基本構想策定委員会委員長（現在）
⑹市貝町振興計画検討委員会委員長（現在）
⑺生物多様性とちぎ戦略検討委員会委員長（現在）
⑻菊沢川 川づくり検討委員会委員長（栃木県安足土木事務所）（現在）
⑼日光杉並木街道保護対策連絡協議会委員（現在）
⑽県民の命を守る河川砂防構想懇談会委員（栃木県）（現在）
⑾栃木県河川整備計画懇談会委員（現在）
⑿栃木県国土利用計画審議会委員（現在）
⒀利根川水系河川整備計画 鬼怒川・小貝川有識者会議委員（国土交通省関東地方整備局）
（現在）
⒁渡良瀬遊水地湿地保全・再生検討委員会委員（国土交通省利根川上流河川事務所）（現
在）
⒂渡良瀬遊水地湿地保全・再生モニタリング委員会（国土交通省利根川上流河川事務所）
（現在）
⒃南関東エコロジカル・ネットワーク形成に関する検討委員会（国土交通省関東地方整
備局）（現在）
⒄渡良瀬遊水地エリアエコロジカル・ネットワーク推進協議会会長（国土交通省関東地
方整備局）（現在）
⒅瀬遊水地エリア検討部会会長（国土交通省関東地方整備局）（現在）
⒆下館河川事務所総合評価審査分科会委員（国土交通省下館河川事務所）（現在）
⒇小山市ラムサール条約湿地登録 ・コウノトリ野生復帰推進協議会副会長（現在）
小山市生物多様性地域戦略検討協議会副会長（現在）
第２次宇都宮市緑の基本計画策定懇談会委員（現在）
那須平成の森基金委員会委員（環境省関東地方環境事務所）（現在）
北関東自動車道鳥類モニタリング検討委員会委員長（ネクスコ東日本宇都宮工事事務
所）（現在）
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壬生町羽生田地区用地造成事業自然環境保全モニタリング委員会委員長（栃木県企業
局）（現在）
鬼怒テクノ通り希少動植物種モニタリング検討会委員長（栃木県）（現在）
宇都宮高根沢バイパス自然環境保全検討会委員長（栃木県）（現在）
ごみ処理施設建設に係る猛禽類調査検討会委員長（芳賀地区広域事務組合）（現在）
栃木市千塚町上川原地区開発事業に係る自然環境保全対策検討委員会委員長（現在）
オオタカの森保全モニタリング検討会委員長（日光市）（現在）
栃木県自然保護功労賞・奨励賞選考審査会委員（読売新聞宇都宮支局・日本野鳥の会
栃木）（現在）
財団法人栃木県環境技術協会評議員（現在）
渡良瀬遊水地第２調節池環境学習フィールド利用促進連絡会委員（（財）渡良瀬遊水
地アクリメーション振興財団）（現在）
栃木地域技術懇談会委員（ネクスコ東日本）（現在）
環境教育ネットワークとちぎ代表（現在）
栃木県植物研究会幹事（現在）
栃木県ネイチャーゲーム協会監事（現在）
わたらせ未来基金代表世話人（現在）
とちぎ学生未来創造会議オブザーバー（現在）
コウノトリトキの舞うふるさとおやまをめざす会理事（現在）
越後・日光・三国山系カモシカ保護地域特別調査に係る指導委員会委員（栃木県、群
馬県、長野県、新潟県の各教育委員会）（現在）
栃木県都市公園指定管理者選考委員会委員長（平成25年４月１日～12月31日）
アジア環境創造型稲作技術会議2013実行委員会委員、第３分科会を担当（平成25年２
月１日～10月31日）
市貝町サシバの里づくり基本構想策定委員会委員長（現在）
環境教育関東ミーティング実行委員会委員長（平成25年２月１日～現在）
公益財団法人日光杉並木保護財団理事（平成25年４月１日～現在）
体験活動センターわたらせ運営委員会委員（平成25年４月１日～現在）
馬頭最終処分場建設検討委員会委員（平成25年９月9日～現在）
那須烏山市放課後子ども教室推進事業検討部会委員（平成25年10月１日～現在）
環境学習プログラム（中学・高校編）改訂における編集委員長（栃木県）（平成25年
４月１日～現在）
環境教育関東ミーティング2014実行委員会委員長（平成26年２月１日～現在）
市貝町都市再生整備計画評価委員会委員長（平成26年２月１日～現在）
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栃木県ふれあい学習推進委員会委員長（平成25年４月１日～現在）
関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会委員（平成26年２月１日～現在）
関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会　コウノトリ生息環境整備・推進専門部
会委員（平成26年２月１日～現在）
第４回生物多様性を育む農業国際会議2016実行委員会監事（平成27年10月１日～現在）
短期大学部　教授　石原栄子
著書
⑴乳児保育改訂10版：南山堂　2014年３月５日　229ページ
　庄司順一　田川悦子　横井茂夫
⑵保育課程と保育：保育・教育課程総論　佐藤康富　大学図書出版　2014年３月27日　
pp.64－73
社会活動
⑴とちぎ未来づくり財団評議員（2011年４月～現在に至る）
⑵栃木県社会福祉協議会評議員（2012年３月～現在に至る）
⑶栃木県社会福祉協議会福祉サービス苦情解決第三者委員（2012年４月～現在に至る）
⑷とちぎ福祉サービス第三者評価推進機構委員（2012年４月～現在に至る）
⑸高根沢町子ども子育て会議（2012年４月～現在に至る）
⑹宇都宮市社会福祉施設等事業者選考専門委員（2014年４月～現在に至る）
⑺さくら市まち・ひと・しごと創生戦略推進会議委員（2015年６月～現在に至る）
短期大学部　講師　小栗貴弘
学術論文
⑴ソーシャルサポートを活かした不登校予防プログラムの評価研究 -尺度作成およびプ
ログラムの形成的評価-：目白大学心理学研究　目白大学心理学研究編集委員会　目
白大学　2013年３月29日　第９号　pp.23-36
（2）学校コンサルテーションにおける仮説モデル生成の試み ‐ スクールカウンセラー
の発話分析を通して ‐ ：立教大学臨床心理学研究　立教大学臨床心理学研究編集委
員会　立教大学　2013年３月31日　第７号　pp.11-22
⑶定時制高校の中途退学予防に関する実践研究 ‐ 包括的な予防プログラムの開発を目
指して ‐ ：目白大学心理学研究　目白大学心理学研究編集委員会　目白大学　2014
年３月31日　第10号　pp.55-69
⑷学校コンサルテーションにおけるコミュニケーション・モデルの実証的研究‐スクー
ルカウンセラーの発話分析を通して ‐ ：目白大学人文学研究　目白大学人文学研究
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編集委員会　目白大学　2014年３月31日　第10号　pp.251-263
⑸定時制高校におけるソーシャルスキルトレーニングの効果評価　－自己評価・自由記
述・他者評価による検証－：教職実践研究センター紀要　作新学院大学・作新学院大
学女子短期大学部　2015年３月31日　第２号 　pp.30-39
⑹不登校と中退（特集 背景に潜む" 困難さ" にどう気づくか 学校に行かない子 行けな
い子）：月刊生徒指導６月号　学事出版　2015年６月　第45巻７号　pp.29-31
⑺本学保育者養成課程におけるピアノ教育の現状と課題：作大論集（本誌）　長澤順・
山﨑由美子・青木章彦
⑻本学保育者養成課程におけるピアノ教育のニーズアセスメント作大論集（本誌）　岸
本智典・青木章彦
学会での口頭発表等
⑴コンサルテーションがはじまる ‐ 現場の実践家とのより良い共有のために ‐ ：日
本特殊教育学会第50回大会　2012年９月30日　日本特殊教育学会第50回大会プログラ
ム　p.104　大橋智・原口英之・原口政明
⑵高校生の中途退学予防に関する実践研究⑴　 ‐ スクールカウンセラーによる一次予
防に焦点を当てて ‐ ：日本コミュニティ心理学会第16回大会　2013年７月13日　日
本コミュニティ心理学会第16回大会プログラム・発表論文集　pp.112-113
⑶高校生の中途退学予防に関する実践研究⑵　 ‐ Q-Uを用いた二次予防に焦点を当て
て ‐ ：日本カウンセリング学会第46回大会　2013年８月31日　日本カウンセリング
学会第46回大会発表論文集　p.92
⑷高校生の中途退学予防に関する実践研究⑶　 ‐ 援助チームによる三次予防に焦点を
当てて ‐ ：日本学校心理学会第15回三重大会　2013年９月15日　日本学校心理学会
第15回三重大会プログラム&発表抄録集　p.25
⑸高校中退リスク評価尺度（RASHD）の開発⑴　-項目分析および因子分析を用いた項
目の選定-：日本コミュニティ心理学会第18回大会　2015年６月20日　日本コミュニ
ティ心理学会第18回大会プログラム・発表論文集　p.58-59
⑹高校中退リスク評価尺度（RASHD）の開発⑵　-縦断的調査を通した予測的妥当性の
検討-：日本教育心理学会第57回総会発表論文集　2015年８月26日　日本教育心理学
会第57回総会発表論文集　p.658
⑺定時制高校におけるソーシャルスキルトレーニングの効果評価　-ワークシートを用
いた教示と応答の作成-：日本健康心理学会第28回大会プログラム　2015年９月５日
　日本健康心理学会第28回大会プログラム　p.24-25
社会的活動
⑴埼玉県教育委員会　スクールカウンセラー（2008年～現在に至る）
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⑵埼玉県教育委員会　特別支援教育巡回支援員（2013年～現在に至る）
⑶戸田市教育委員会　発達支援巡回相談員（2013年～現在に至る）
短期大学部　講師　岸本智典
著書
［分担執筆］
⑴「保育の歴史　世界」、佐藤康富編『保育原理』大学図書出版、2016年２月（発行予定）。
⑵「児童研究運動と教育心理学（アメリカ）」、眞壁宏幹編『教育思想史』慶應義塾大学
出版会、2016年３月（発行予定）。
学術論文
［単著］
⑴「W. ジェイムズの教育論とダーウィンの「変異」観念の受容――彼の子ども観と自
由意志論に着目して」三田哲学会編『哲學』第131集、2013年３月23日発行、235-265頁。
⑵“W. James' Conception　of “Attention”: Why Teaching Should Be Thought of as An 
Art,” 生田久美子監修『わざ言語：思考と身体、知と教育における関係性―東洋の伝
統と西洋の経験を比較して―／Waza gengo: mente, corpo, conoscenza e relazione 
educativa―Scambi fra tradizioni d'Oriente ed esperienze innovative d'Occidente―』
JSPS科学研究費24330226助成事業2013年度年次報告書、2014年３月31日発行、161-
165頁。
⑶「初期ウィリアム・ジェイムズの理想主義批判」［部会研究例会報告: 関東部会］日本
イギリス理想主義学会編『イギリス理想主義研究年報』第11号、2015年８月20日発行、
40-43頁。
⑷「教育学としての「公衆」形成論――デューイ民主主義思想の諸条件の方へ」教育思
想史学会編『近代教育フォーラム』第24号、2015年９月12日発行、50-55頁。
⑸「W. ジェイムズ教育論の位置⑴――H. ミュンスターベルク「習慣形成」論との比較
のもとで」『作大論集』第６号、2016年３月（本誌）。
⑹「W. ジェイムズ教育論における「活動」概念の再解釈――「意識の生物学的基礎」
の強調とその教育観への帰結『作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部教育実践
センター研究紀要』第３号、2016年３月（発行予定）。
［共著］
⑴小山裕樹・河野桃子・岸本智典・柴山英樹・小野文生「教育思想家は「科学（Wissenschaft）」
をどう考えてきたか？」教育思想史学会編『近代教育フォーラム』第22号、2013年９
月14日、245-257頁。（岸本執筆担当部分は「教育に対する科学の「実践的有効性」を
めぐって―― W. ジェイムズによる内観心理学批判を題材に」251-254頁。）
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⑵小栗貴弘・岸本智典・青木章彦「本学保育者養成課程におけるピアノ教育のニーズア
セスメント」『作大論集』第６号、2016年３月（本誌）。
学会での口頭発表等
［個人研究発表］
⑴「W. ジェイムズ教育論の位置 ――H. ミュンスターベルク教育論との比較検討を通
じて」日本デューイ学会第57回大会（於：新潟青陵大学）、2013年９月21日。
⑵「W. ジェイムズ教育論における「関心」と「注意」」教育哲学会第56回大会（於：神
戸親和女子大学）、2013年10月12日。
⑶“W. James’ Conception of “Attention”: Why Teaching Should Be Thought of as An 
Art,” WAZA GENGO; LINGUAGGIO DELLE ARTI TRADIZIONALI GIAPPONESI 
MENTE, CORPO, CONOSCENZA E RELAZIONE EDUCATIVA.－SCAMBI FRA 
TRADIZIONI D'ORIENTE ED ESPERIENZE INNOVATIVE D'OCCIDENTE－, 
2013. 11., Università di Bologna, November 6, 2013. 
⑷「W. ジェイムズによる「経験」概念の再構成と教育」教育哲学会第57回大会（於：
日本女子大学）、2014年９月13日。
⑸「初期ウィリアム・ジェイムズの理想主義批判」日本イギリス理想主義学会2014年度
関東部会研究例会（於：共立女子大学）、2014年11月１日。
⑹「W. ジェイムズの根本的経験論・再考――British Idealismからの継承と展開」2014
年度第３回 比較教育理論・思想史研究会（於: 東京大学）、2015年１月24日。
⑺「「児童研究運動」の思想史的文脈」2015年度第２回比較教育理論・思想史研究会（於: 
慶應義塾大学）、2015年７月11日。
短期大学部　講師　設楽紗英子
学術論文
⑴保育系学生における大学適応　―進学動機，キャリア探索の観点から―　弘前大学教
育学部紀要　第112号　pp.81-88　2014年　10月　松田侑子・濱田祥子
⑵保育系大学生の大学に対するリアリティショックの検討　―保育職への就職意志との
関連―　東京純真大学紀要　第19号　pp.23-30　2015年　３月　濱田祥子・松田侑子
学会での口頭発表等
⑴ワーク・エンゲイジメントの規定因と後続事象に関する研究　―個人的要因と組織的
要因からの検討―　日本心理学会第76回大会発表論文集　2013年９月
⑵日本における職場のハラスメント測定方法に関する文献的考察　産業衛生学会雑誌　
2014年５月　武田文・門間貴文貴史・古谷紀子
⑶就労する初産妊婦の精神健康とソーシャルサポート　産業衛生学会雑誌　2014年５月
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　門間貴史・武田文・古谷紀子
⑷What is workplace bullying for Japanese? : A preliminary study International 
Conference on Workplace Bullying and Harassment 2014 June Takeda, F., Monma, T., 
& Furutani, N.
⑸The difference between consulted cases and personal experience of workplace 
bullying　The 21st Asian Conference on Occupational Health 2014 September 
Takeda, F., Monma, T., Ozawa, S., & Furutani, N.
⑹新入社員の就職活動とリアリティ・ショック，仕事への適応　日本心理学会第77回大
会発表論文集　2014年９月
⑺保育系実習におけるリアリティショック⑴KJ法による自由記述の整理　日本心理学
会第78回大会発表論文集　2015年９月　松田侑子・濱田祥子
⑻保育系実習におけるリアリティショック⑵尺度作成の試み　日本心理学会第78回大会
発表論文集　2015年９月　濱田祥子・松田侑子
⑼保育系実習におけるリアリティショック⑶実習ストレス・GHQ12との関連　日本心
理学会第78回大会発表論文集　2015年９月　濱田祥子・松田侑子
社会的活動（※注）
⑴牛久市　幼児教育支援事業　保育カウンセラー　（2010年４月～現在に至る）
短期大学部　教授　坪井真
著書
⑴序章「地域福祉の意味」、第４章「地域福祉の主体と対象」：地域福祉の理論と方法（第
２版）　［編著者］坪井真・木下聖　株式会社みらい　2014年９月20日  序章pp.14-23、
第４章pp.63-78
⑵第３章「社会福祉の歴史」：社会福祉の制度と課題  ［編著者］井村圭壯・武藤大司　
学文社　2015年１月20日　pp.36-62
⑶第３章「子どもの権利擁護」：新版　児童家庭福祉論  ［編著者］山﨑順子・高玉和子・
和田上貴昭　一藝社　2015年４月10日　pp.38-47
⑷第４章第２節「ソーシャルワークの確立」、第５章第１節「利用者の人権を考える」：
わたしたちの暮らしとソーシャルワーク１―相談援助の基盤と専門職―
［編著者］髙井由起子　保育出版社　2016年２月　第４章第２節　pp.72-76　第５章第１
節　pp.88-92
学術論文
⑴1940（昭和15）年から1941（昭和16）年の東京市における「社会事業個別処遇事
例」の分析：鴨台社会福祉学論集　大正大学社会福祉学会　2013年３月15日　22号　
517
業績目録
pp.14 ‐ 22
⑵1940（昭和15）年から1941（昭和16）年の東京市における「社会事業個別処遇事例」
の分析⑵：鴨台社会福祉学論集　大正大学社会福祉学会　2014年３月15日　23号　
pp.48 ‐ 62
⑶大正期における東京市職業紹介所の児童保護：作大論集　作新学院大学・作新学院大
学女子短期大学部　2015年３月15日　５号　pp.411-430
⑷戦間期の日本における方面委員の実践と関連制度：作大論集　作新大学・作新大学女
子短期大学部　2016年３月　６号（本誌）
社会的活動
⑴埼玉県三芳町「地域福祉計画策定委員会」委員（2015年４月～現在に至る）
⑵新潟県聖籠町「地域福祉計画策定委員会」委員長（2015年４月～現在に至る）
⑶宇都宮市「市民活動助成金審査会」委員（2015年５月～現在に至る）
⑷宇都宮市「子育て支援員研修」講師（2015年11月～12月）
⑸埼玉県三芳町「次世代を担う子ども達の支援委員会」委員（2015年11月～現在に至る）
⑹千葉県我孫子市「地域福祉活動計画策定委員会」委員（2016年１月～現在に至る）
短期大学部　教授　西田直樹
学術論文
⑴単著　題目：『往生要集』受容史研究における基礎データの作成方法　立正大学国語
国文　51号（2013年）
⑵単著　題目：『往生要集』の解釈史資料としての「仮名書き絵入り往生要集」　『福原
隆善先生古稀記念論文集』所収（2013年）
⑶共著：題目：高等教育機関における教養教育の構想～作新学院大学女子短期大学部の
取り組み～作題論集　第４号　（第一執筆者　西田直樹）
⑷共著：題名：「保育・教職実践演習（幼）」の実践研究　－作新学院大学女子短期大学
部の３年間の取り組みに基づいて－　作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部教
育実践センター研究紀要　Ｎｏ．１（第一執筆者　畠山　大）
⑸単著：題名：高等教育における地域学とキャリア教育
　　　　　　　－その教育理念及び研究と検証の方法－
社会的活動
〔各種委員会等〕
⑴とちぎ協働デザインリーグ　常任理事
⑵宇都宮市清原北小学校　地域学校協議会　顧問
⑶栃木県「新・とちぎ学びかがやきプラン推進事業」プラン推進プロジェクトチーム委
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員
⑷栃木県青少年健全育成審議会委員
短期大学部　准教授　畠山大
著書
1．井藤元編、畠山大・他『ワークで学ぶ教育学』ナカニシヤ出版、2015年（第10章「教
育実践に「マニュアル」はどこまで有効か？―教育における「計画」や「指導案」の
意味を考えなおす―」および第11章「人は「段階を追って学ぶ」というのはほんとう
か？―「基礎から応用へ」という学びから「総合性」を伴う学びへ―」を分担執筆）。
2．井藤元編、畠山大・他『ワークで学ぶ道徳教育』ナカニシヤ出版、2016年（第16章「道
徳の授業において「価値」は探究できるか？―「資料」の「教材化」において必要な
こと―」を分担執筆）。
3．井上孝之・山﨑敦子編、畠山大・他『子どもと共に育ちあう 保育者の学びとエピソー
ド』みらい、2016年（第３章「保育者の専門性」、コラム「「養護」と「教育」の意味
をとらえなおす」を分担執筆）。
学術論文
1．畠山大「大村はまの「ことば」観と単元論―語彙・語句の指導に見る単元学習の構造―」
『作大論集』（第４号）、2014年、49-69頁。
2．畠山大・西田直樹「「保育・教職実践演習（幼）」の実践的研究―作新学院大学女子
短期大学部の３年間の取り組みに基づいて―」『教職実践センター研究紀要』（第１号）、
2014年、3-10頁。
3．Dai HATAKEYAMA, An Investigation into the Aim of Language Education; 
Some Implications of Hama Omura’s practice in Japanese education., 生田久美子監
修『わざ言語：思考と身体、知と教育における関係性―東洋の伝統と西洋の経験を
比較して―／Waza gengo: mente, corpo, conoscenza e relazione educativa―Scambi 
fra tradizioni d'Oriente ed esperienze innovative d'Occidente―』（JSPS科学研究費
24330226助成事業 基盤研究（B）「比喩的な指導言語による感覚の共有と「わざ」の
学びモデルの構築」2013年度年次報告書）、2014年、131-141頁。
4．畠山大「大村はまにおける「ことばの教育」の目的論―実践との関係における「機能」
に着目して―」、生田久美子監修『わざ言語：思考と身体、知と教育における関係
性―東洋の伝統と西洋の経験を比較して―／Waza gengo: mente, corpo, conoscenza 
e relazione educativa―Scambi fra tradizioni d'Oriente ed esperienze innovative 
d'Occidente―』（JSPS科学研究費24330226助成事業 基盤研究（B）「比喩的な指導言
語による感覚の共有と「わざ」の学びモデルの構築」2013年度年次報告書）、2014年、
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143-160頁。
5．畠山大「保育者養成カリキュラムと「教養教育」⑴―「初年次教育」の取り組みに
焦点をあてて―」『作大論集』（第５号）、2015年、127-150頁。
6．畠山大「「古典」の指導における大村はまの「ことば」の教育論―解釈の一形式とし
ての「鑑賞のための朗読」に着目して―」『教育思想』第42号、2015年、69-84頁。
7．畠山大「大村はま教育実践における「ことば」と「身体」の関係性―学びの「必然性」
に基づく「話すこと」と「聞くこと」の教育原理」『教育思想』第43号、2016年（印刷中）。
主な口頭発表・講演
1．【国内】畠山大「大村はま教育実践における「ことば」観―「生活に根差したことば」
の教育モデルの事例分析―」、第２回「教育とことば」研究会、2013年６月30日、於：
作新学院大学。
2．【 国 外 】Dai HATAKEYAMA, “What is An Aim of Language Education?; A 
Case Study of Hama Omura’s Practice in Japanese Education”., WAZA GENGO; 
LINGUAGGIO DELLE ARTI TRADIZIONALI GIAPPONESI MENTE, CORPO, 
CONOSCENZA E RELAZIONE EDUCATIVA.―SCAMBI FRA TRADIZIONI 
D'ORIENTE ED ESPERIENZE INNOVATIVE D'OCCIDENTE―, 6, 11, 2013, 
Università di Bologna.
3．【国内】畠山大「幼稚園・保育園から小学校へ『なめらかな接続』にするために―「接
続期カリキュラム」について考える―」、平成25年度「特別支援教育セミナー」第３回、
主催：那須町教育委員会（那須町学校教育課）、2014年２月3日、於：ゆめプラザ・那須。
4．【国内】畠山大「「古典語」の指導に見る大村はまの「ことば」観」、第３回「教育と
ことば」研究会、2014年３月１日、於：作新学院大学。
5．【国内】畠山大「大村はまの「ことば」の教育における「教材」観」、日本教師学学
会第15回大会：自由研究発表分科会C、2014年３月8日、於：環太平洋大学。
6．【国内】畠山大「大村はまの「ことば」の教育における「教材」論―語用論の観点か
ら―」、「言語の視点から「知」を生み出す　教える－学ぶ」の実践を問う」（第６回「わ
ざ」科研研究会・第４回「教育とことば」研究会合同研究会）、2014年９月20日、於：
栃木県日光市。
7．【国内】畠山大・尾崎博美「「学校知」から「関係的な知」としての「ことば」への
転換―家庭・生活概念の分析に基づく「ことば」観の再構築―」日本教師学学会第16
回大会：自由研究発表分科会H、2015年３月１日、於：日本女子大学。
競争的研究経費の獲得状況
1．畠山大（研究分担者）「日本の家庭教育が示す関係的な「知の様式」の研究―価値多
元化社会における新たな「公－私」の枠組みの構築へ―」、一般財団法人前川財団 家
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庭教育研究助成（2014年度）。
2．畠山大（研究分担者）「「家庭－地域－学校」の連携が生み出す関係的な「知の様式」
の研究―「公－私」をつなぐ「感覚とことば」の学びの分析―」、一般財団法人前川
財団 家庭教育研究助成（2015年度）
短期大学部　講師　山﨑由美子
著書・学術論文等
⑴平成25年４月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
⑵平成25年９月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
⑶平成26年５月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
⑷平成26年５月　第12回茨城音楽文化振興会第12回定期演奏会「アーリーサマーコン
サート」出演
⑸平成26年９月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
⑹平成26年12月　水戸聖書バプテスト教会主催「第10回コミュニティーコンサート」出
演
⑺平成27年４月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
⑻平成27年12月　水戸聖書バプテスト教会主催「第12回コミュニティーコンサート」出
演
⑼平成28年３月　長澤順・山﨑由美子・青木章彦・小栗貴弘「本学保育者養成課程にお
けるピアノ教育の現状と課題」『作大論集』第６号（本誌）
社会的活動
⑴一般社団法人茨城演奏家連盟管理・運営・企画委員
⑵茨城音楽文化振興会特別顧問
⑶茨城県総合福祉会館主催「サントル千波合唱団」伴奏ピアニスト兼コーディネーター
⑴平成25年10月　 「清原地区文化祭・農業祭コンサート」ハンドベルクワイア（指揮）
出演
⑵平成25年10月　 「作新幼稚園60周年記念こどもまつり」楽団ドレミ＆ハンドベルクワ
イア（指揮）出演
⑶平成25年11月　宇都宮市立清原北小学校「第8回きよきた船頭まつり」楽団ドレミ（指
揮）出演
⑷平成25年11月　 「第７回宇都宮市民福祉の祭典」楽団ドレミ＆ハンドベルクワイア（指
揮）出演
⑸平成25年12月　 「なかがわ水遊園クリスマスコンサート」楽団ドレミ＆ハンドベルク
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ワイア（指揮）出演
⑹平成25年12月　 「介護老人保健施設しらさぎ荘＆白沢病院クリスマスコンサート」ハ
ンドベルクワイア（指揮）出演
⑺平成26年11月　 「第８回宇都宮市民福祉の祭典」ハンドベルクワイア（指揮）出演
⑻平成26年12月　 「介護老人保健施設しらさぎ荘クリスマスコンサート」ハンドベルク
ワイア（指揮）出演
⑼平成26年12月　 「風と緑のナーサリークリスマスコンサート」ハンドベルクワイア（指
揮）出演
⑽平成27年１月　 「栃木県立博物館ボランティアコンサート」ハンドベルクワイア（指
揮）出演
⑾平成27年12月　 「介護老人保健施設しらさぎ荘＆白沢病院クリスマスコンサート」ハ
ンドベルクワイア（指揮）出演
⑿平成27年12月　 「認定こども園風と緑のナーサリークリスマスコンサート」ハンドベ
ルクワイア（指揮）出演
⒀平成28年１月　 「芳賀町幼稚園・保育園・こども園４園合同家庭教育学級コンサート」
ハンドベルクワイア（指揮）出演
⒁平成28年１月　 「栃木県立博物館ボランティアコンサート」ハンドベルクワイア（指
揮）出演
